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1
．
本
稿
の
課
題

原
子
力
施
設
を
め
ぐ
る
社
会
紛
争
は
、
根
底
に
安
全
性
（
事
故
・
通
常
運
転
時
の
放
射
能
放
出
）
へ
の
懸
念
が
あ
る
。
放
射
能
汚
染
は
、

化
学
的
な
汚
染
よ
り
も
一
層
、
人
間
の
感
覚
で
感
知
で
き
な
い
た
め
、
原
発
の
設
計
や
放
射
線
防
護
に
関
連
し
て
、
そ
も
そ
も
何
を
「
安

全
」
と
理
解
す
べ
き
か
に
つ
い
て
、
さ
し
あ
た
り
は
科
学
技
術
の
専
門
家
や
行
政
の
権
威
的
判
断
・
決
定
に
委
ね
ら
れ
る
。
し
か
し
原
子

力
施
設
の
建
設
や
事
故
の
際
の
具
体
的
経
験
を
通
し
て
行
政
や
専
門
家
の
判
断
へ
の
不
信
感
を
抱
い
た
人
々
は
、
安
全
性
に
関
す
る
別
の

見
方
の
社
会
的
認
知
を
求
め
て
、
反
原
発
運
動
に
参
加
し
、
訴
訟
を
起
こ
し
、
別
の
専
門
家
の
意
見
を
求
め
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
個
別
の
原
子
力
施
設
を
め
ぐ
る
社
会
紛
争
は
、
局
地
的
な
ま
ま
で
収
束
し
て
し
ま
う
場
合
が
あ
る
。
特
に
既
設
地
点

へ
の
増
設
に
は
住
民
の
反
発
が
比
較
的
少
な
く
、
ま
し
て
や
長
年
運
転
し
て
き
た
原
子
力
施
設
の
安
全
規
制
行
政
を
め
ぐ
る
論
争
は
、
論

点
の
技
術
的
・
法
的
専
門
性
が
高
け
れ
ば
な
お
さ
ら
、
住
民
や
幅
広
い
世
論
の
関
心
を
呼
び
に
く
い
。

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
既
存
の
原
子
力
施
設
の
安
全
規
制
行
政
が
全
国
的
な
関
心
を
集
め
、
政
党
政
治
や
政
府
形
成
の
焦
点
と
な
り
、
最

終
的
に
政
府
の
「
脱
原
子
力
」
政
策
の
形
成
と
実
施
を
促
す
一
因
と
な
っ
た
事
例
が
あ
る
。
ド
イ
ツ
の
文
脈
で
「
原
子
力
村
」
と
呼
ば
れ

た
ヘ
ッ
セ
ン
州
ハ
ー
ナ
ウ
の
核
燃
料
工
場
を
め
ぐ
る
政
治
過
程
で
あ
る
。
本
稿
は
こ
の
事
例
を
詳
し
く
見
て
い
く
が
、
そ
の
際
政
治
過
程

を
ア
ク
タ
ー
（
主
体
）
の
相
互
関
係
、
そ
れ
を
と
り
ま
く
制
度
的
環
境
、
お
よ
び
偶
発
性
の
相
互
作
用
と
と
ら
え
た
上
で
、
原
子
力
の
安

全
規
制
を
政
府
の
重
要
政
策
課
題
に
押
し
上
げ
た
要
因
を
探
り
た
い
。
分
析
の
焦
点
は
以
下
の
よ
う
に
な
る
。

第
一
に
、「
ゲ
ー
ム
の
ル
ー
ル
」
で
あ
る
。
紛
争
を
調
停
す
る
た
め
に
と
り
う
る
主
体
間
の
相
互
作
用
の
パ
タ
ー
ン
は
、
諸
制
度
の
特
徴

に
あ
る
程
度
規
定
さ
れ
る
。
制
度
は
具
体
的
な
文
脈
で
特
定
の
主
体
に
有
利
に
働
く
こ
と
が
あ
る
一
方
で
、
制
度
の
制
約
を
理
解
し
、
失

敗
か
ら
教
訓
を
導
き
出
し
、
浮
上
し
て
き
た
機
会
を
適
切
に
活
用
で
き
る
か
ど
う
か
は
ア
ク
タ
ー
の
力
量
次
第
で
あ
る
。
そ
う
し
た
視
点
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を
踏
ま
え
、
第
二
節
で
は
ド
イ
ツ
の
原
子
力
安
全
規
制
行
政
と
ヘ
ッ
セ
ン
州
の
政
治
・
行
政
上
の
諸
制
度
を
概
観
す
る
。

第
二
に
、
主
要
各
組
織
の
内
部
や
相
互
の
関
係
の
変
化
で
あ
る
。
そ
れ
に
よ
り
、
一
つ
の
州
の
出
来
事
が
全
国
政
治
的
な
重
要
性
を
帯

び
た
事
情
が
明
ら
か
に
な
る
。
第
三
、
四
節
で
は
特
に
州
や
自
治
体
の
議
会
へ
の
進
出
に
伴
う
緑
の
党
の
変
化
や
、
Ｓ
Ｐ
Ｄ
と
の
全
国
初

の
「
赤
緑
」
連
立
政
権
誕
生
、
連
邦
の
保
守
政
権
と
の
競
争
関
係
、
Ｓ
Ｐ
Ｄ
と
労
働
界
と
の
関
係
を
核
燃
料
工
場
問
題
と
の
関
連
に
お
い

て
見
て
い
く
。

第
三
に
、
偶
発
的
要
素
で
あ
る
。
こ
れ
に
は
政
治
状
況
を
流
動
化
さ
せ
る
選
挙
結
果
も
含
ま
れ
る
が
、
事
故
や
不
祥
事
も
重
要
と
な
る
。

感
覚
的
に
感
知
で
き
な
い
放
射
線
の
危
険
性
は
、
事
故
が
起
き
て
も
専
門
家
の
解
釈
に
依
存
し
が
ち
で
あ
る
。
ま
た
事
故
に
は
労
働
被
曝

か
ら
施
設
外
へ
の
放
射
能
放
出
、
さ
ら
に
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
原
発
事
故
の
よ
う
な
大
規
模
公
衆
被
曝
ま
で
幅
が
あ
る
。
事
故
の
事
実
自
体

の
隠
蔽
も
ま
れ
で
は
な
い
。
こ
の
た
め
、
政
治
過
程
に
及
ぼ
す
事
故
の
効
果
は
自
明
で
は
な
い
の
で
、
検
討
し
た
い
。
第
五
節
で
は
総
括

的
な
分
析
を
行
う
。

2
．
原
子
力
安
全
規
制
行
政
の
制
度
的
特
徴

2
・
1

行
政
権
限
の
水
平
的
・
垂
直
的
断
片
化

ド
イ
ツ
で
は
原
子
力
の
立
法
権
限
は
連
邦
に
与
え
ら
れ
、
四
つ
の
領
域
（「
平
和
」
目
的
で
の
原
子
力
の
生
産
・
利
用
、
原
子
力
施
設
の

建
設
・
運
転
、
原
子
力
発
電
や
放
射
線
に
よ
る
危
険
の
防
止
、
お
よ
び
放
射
性
廃
棄
物
の
除
去
）
に
分
か
れ
る
。
こ
の
立
法
権
限
は
基
本

法
七
四
条
一
項
（
当
時
の
一
一
a
号
）
で
連
邦
と
州
の
「
競
合
立
法
権
限
」（
基
本
法
七
二
条
一
項
に
よ
る
と
連
邦
が
行
使
し
な
い
限
り
で

州
が
立
法
権
限
を
持
つ
）
に
含
ま
れ
て
い
た
（
1
）。
連
邦
が
立
法
権
限
を
持
つ
と
い
っ
て
も
、
連
邦
議
会
の
多
数
派
と
連
邦
政
府
だ
け
で
決
め

ら
れ
る
内
容
か
、
州
の
権
限
に
か
ら
む
た
め
連
邦
参
議
院
、
つ
ま
り
州
政
府
の
多
数
派
の
同
意
も
必
要
と
す
る
か
で
、
違
い
が
生
じ
る
。
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連
邦
法
の
執
行
は
、
連
邦
自
ら
が
行
う
個
別
の
執
行
任
務
を
除
き
、
大
部
分
は
州
が
連
邦
の
委
任
を
受
け
て
行
う
「
委
任
行
政
」（
基
本

法
八
五
条
）
の
形
を
と
る
。
一
九
五
九
年
の
原
子
力
法
制
定
に
伴
い
、
基
本
法
が
改
正
さ
れ
て
八
七
c
条
が
導
入
さ
れ
、
原
子
力
法
二
四

条
一
項
一
文
と
併
せ
て
、
原
子
力
安
全
規
制
の
州
に
よ
る
執
行
に
対
す
る
連
邦
の
影
響
力
行
使
を
可
能
に
し
た
。
そ
の
際
、
州
の
監
督
省

は
基
本
法
八
五
条
三
項
に
基
づ
き
、
連
邦
監
督
省
か
ら
の
指
示
（
W
eisung）
に
拘
束
さ
れ
る
（
H
ohm
uth
2014：
15-17）。

し
か
し
連
邦
監
督
官
庁
は
指
示
権
限
以
外
に
は
計
画
や
書
類
の
鑑
定
委
託
の
権
限
し
か
持
た
ず
、
企
業
幹
部
と
協
議
を
行
う
に
も
州
監

督
官
庁
と
の
調
整
が
必
要
と
な
る
。
こ
れ
に
対
し
州
は
原
子
力
施
設
の
立
入
や
監
察
（
Inspektion）
の
権
利
を
持
ち
、
運
転
慣
行
や
事
故

の
公
的
な
争
点
化
、
論
争
点
に
関
す
る
鑑
定
を
委
託
す
る
専
門
家
の
自
由
な
選
定
、
施
設
点
検
（
Revision）・
暫
定
的
閉
鎖
の
発
令
が
で

き
る
。
ま
た
原
発
の
建
設
・
運
転
・
変
更
に
必
要
な
許
認
可
手
続
き
の
全
て
が
原
子
力
法
に
統
合
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
建
設
や

水
管
理
、
営
業
、
計
画
、
交
通
、
防
災
、
環
境
に
関
わ
る
法
令
上
の
手
続
き
は
、
州
の
行
政
庁
や
、
州
の
監
督
下
で
郡
や
市
町
村
が
行
う

こ
と
が
多
い
（
Czada
1993：
77；

Czada
2003：
71-72）。

連
邦
で
は
、
一
九
八
七
年
ま
で
原
子
力
法
の
執
行
に
七
省
庁
が
関
与
し
て
い
た
。
連
邦
経
済
省
は
原
子
力
推
進
を
担
当
し
、
連
邦
研
究

技
術
省
（
Ｂ
Ｍ
Ｆ
Ｔ
、
一
九
七
二
年
設
置
）
は
原
子
力
研
究
や
、
核
廃
棄
物
を
含
む
核
燃
料
サ
イ
ク
ル
の
監
視
を
所
管
し
た
（
2
）。
こ
れ
に
対

し
、
安
全
規
制
は
一
九
七
二
年
以
降
、
一
九
八
六
年
の
連
邦
環
境
自
然
保
護
・
原
子
炉
安
全
省
（
Ｂ
Ｍ
Ｕ
）
設
立
ま
で
連
邦
内
務
省
（
Ｂ

Ｍ
Ｉ
）
の
原
子
炉
安
全
課
の
担
当
に
な
り
、
同
省
は
放
射
線
防
護
令
の
発
令
と
適
用
も
所
管
し
た
。
こ
の
ほ
か
連
邦
財
務
省
は
傘
下
の
税

関
当
局
を
通
じ
、
国
際
協
定
の
枠
内
で
放
射
性
物
質
の
出
入
り
の
管
理
を
行
っ
て
い
る
。
放
射
性
物
質
の
輸
送
に
関
す
る
権
限
は
連
邦
交

通
省
が
持
つ
。
さ
ら
に
連
邦
国
防
省
は
連
邦
軍
に
よ
る
軍
事
的
放
射
線
防
護
や
外
国
軍
の
核
兵
器
の
輸
送
や
貯
蔵
の
監
視
の
関
連
分
野
を

所
管
し
、
交
通
省
や
内
務
省
と
調
整
し
な
が
ら
遂
行
す
る
（
Czada
2003：
64）。

ま
た
一
九
五
六
年
、
当
時
の
「
連
邦
原
子
核
エ
ネ
ル
ギ
ー
（
A
tom
kernenergie）
省
（
後
に
研
究
技
術
省
に
改
組
）
の
主
導
で
連
邦
と
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州
の
監
督
官
庁
の
調
整
機
関
が
設
立
さ
れ
、
一
九
八
二
年
以
降
、
連
邦
・
州
間
原
子
核
エ
ネ
ル
ギ
ー
調
整
委
員
会
（
Länderausschuss

für
A
tom
K
ernenergie,LA
A
）
と
し
て
原
子
力
法
の
執
行
や
法
令
・
行
政
規
定
そ
の
他
の
規
則
の
改
正
作
業
を
調
整
し
て
い
る

（
H
ohm
uth
2014：
18）。
そ
こ
で
は
一
九
八
六
年
ま
で
Ｂ
Ｍ
Ｉ
が
、
そ
れ
以
降
は
Ｂ
Ｍ
Ｕ
が
連
邦
を
代
表
し
て
き
た
。

連
邦
固
有
の
執
行
機
関
は
一
九
八
九
年
ま
で
、
二
つ
あ
っ
た
。
ブ
ラ
ウ
ン
シ
ュ
ヴ
ァ
イ
ク
の
連
邦
物
理
工
学
研
究
所
（
Ｐ
Ｔ
Ｂ
）
と
連

邦
経
済
局
（
3
）（
Ｂ
Ａ
Ｗ
）
で
あ
る
。
Ｐ
Ｔ
Ｂ
は
核
燃
料
の
保
管
や
民
間
中
間
貯
蔵
施
設
の
認
可
、
高
レ
ベ
ル
放
射
性
物
質
の
輸
送
、
お
よ
び

最
終
処
分
を
所
管
し
て
い
た
。
Ｂ
Ａ
Ｗ
は
放
射
線
物
質
の
輸
出
入
の
許
認
可
を
担
当
し
て
い
た
（
Czada
2003：
65）。

州
レ
ベ
ル
で
も
権
限
は
入
り
組
ん
で
い
る
。
一
九
五
〇
年
代
に
は
州
の
経
済
省
が
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
や
経
済
振
興
策
の
枠
内
で
原
子
力

政
策
を
管
轄
し
、
ヘ
ッ
セ
ン
な
ど
、
多
く
の
州
で
は
原
子
力
施
設
の
許
認
可
と
監
視
の
任
務
も
一
九
八
〇
年
代
に
入
る
ま
で
担
当
し
続
け

た
が
、
社
会
省
や
州
連
邦
関
係
省
が
担
当
し
て
い
た
州
も
あ
っ
た
。
バ
イ
エ
ル
ン
は
一
九
七
一
年
に
州
と
し
て
初
め
て
、
新
設
の
州
開
発

環
境
問
題
省
に
権
限
を
州
経
済
省
か
ら
移
管
し
た
。
続
い
て
バ
ー
デ
ン
・
ヴ
ュ
ル
テ
ン
ベ
ル
ク
は
原
子
力
監
督
権
限
を
州
環
境
栄
養
農
林

業
省
に
移
管
し
た
が
、
許
認
可
権
限
は
州
経
済
中
小
企
業
技
術
省
に
残
し
た
（
Czada
2003：
65）。

2
・
2

科
学
的
審
議
機
関
と
民
間
鑑
定
機
関
へ
の
委
託

連
邦
レ
ベ
ル
で
は
法
的
根
拠
を
持
つ
三
つ
の
科
学
的
審
議
機
関
が
存
在
す
る
。
原
子
力
法
は
原
子
力
施
設
の
建
設
に
あ
た
っ
て
「
科
学

技
術
の
水
準
」（
Stand
von
W
issenschaftund
T
echnik）
に
応
じ
た
安
全
性
を
要
求
す
る
が
、
こ
の
不
明
確
な
法
概
念
の
解
釈
は
原
子

力
行
政
手
続
き
や
裁
判
に
お
い
て
決
定
的
に
重
要
と
な
る
た
め
、
こ
の
概
念
の
定
義
に
関
わ
る
指
針
の
作
成
を
担
当
す
る
連
邦
審
議
機
関

の
地
位
は
強
く
、
準
立
法
的
・
準
司
法
的
機
能
を
担
っ
て
い
る
（
Czada
2003：
68）。
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（
1
）
原
子
炉
安
全
委
員
会
（
Ｒ
Ｓ
Ｋ
）

Ｒ
Ｓ
Ｋ
は
一
九
五
八
年
、
当
時
の
連
邦
原
子
核
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
水
管
理
相
に
よ
っ
て
設
置
さ
れ
た
。
そ
の
任
務
は
、
同
省
か
ら
回
付
さ

れ
て
き
た
安
全
報
告
書
を
審
査
し
、
安
全
性
に
関
わ
る
法
的
そ
の
他
の
条
件
、
特
に
「
科
学
技
術
の
水
準
」
の
観
点
か
ら
必
要
な
安
全
性

が
満
た
さ
れ
て
い
る
か
ど
う
か
の
鑑
定
に
あ
る
。
一
九
七
一
年
の
再
編
後
、
大
学
や
研
究
所
の
科
学
者
な
ど
か
ら
二
〇
人
程
度
が
所
管
大

臣
か
ら
委
員
に
任
命
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、任
期
は
一
九
七
一
年
に
三
年
、一
九
八
〇
年
に
二
年
と
定
め
ら
れ
た（
Czada2003：
65-66）。

（
2
）
放
射
線
防
護
委
員
会
（
Ｓ
Ｓ
Ｋ
）

Ｓ
Ｓ
Ｋ
は
一
九
七
四
年
、
Ｒ
Ｓ
Ｋ
が
Ｂ
Ｍ
Ｉ
傘
下
に
移
管
さ
れ
た
後
に
設
置
さ
れ
た
。
一
五
名
の
委
員
は
放
射
線
生
物
学
、
放
射
線
遺

伝
学
、
放
射
線
医
学
、
放
射
線
防
護
技
術
、
放
射
線
物
理
学
、
生
物
物
理
学
、
放
射
線
化
学
、
お
よ
び
環
境
放
射
線
学
の
専
門
領
域
か
ら

集
め
ら
れ
る
。
一
九
七
一
年
以
降
、
当
時
の
社
民
・
自
由
政
権
は
大
半
の
諮
問
機
関
を
解
散
し
た
が
、
ド
イ
ツ
原
子
力
委
員
会
の
解
散
に

伴
い
、
そ
の
放
射
線
防
護
部
会
の
後
身
と
し
て
Ｓ
Ｓ
Ｋ
を
設
置
し
た
。
Ｓ
Ｓ
Ｋ
は
主
に
放
射
線
防
護
の
規
則
や
指
針
、
お
よ
び
命
令
の
作

成
を
担
当
す
る
。
そ
の
権
限
に
は
緊
急
防
護
措
置
や
被
曝
限
界
値
の
作
成
も
含
ま
れ
る
。
そ
の
鑑
定
や
提
言
は
Ｒ
Ｓ
Ｋ
の
勧
告
に
も
反
映

さ
れ
る
。
連
邦
監
督
官
庁
は
、
州
か
ら
回
付
さ
れ
た
分
析
や
、
技
術
監
査
協
会
（
Ｔ

Ü

Ｖ
）
や
原
子
炉
安
全
協
会
（
Ｇ
Ｒ
Ｓ
）、
お
よ
び
エ

コ
研
究
所
な
ど
の
鑑
定
機
関
が
作
成
し
た
審
査
報
告
書
に
つ
い
て
、Ｒ
Ｓ
Ｋ
と
Ｓ
Ｓ
Ｋ
に
意
見
を
求
め
る
。
こ
れ
ら
諮
問
機
関
の
判
断
は
、

州
監
督
官
庁
に
対
し
て
連
邦
官
庁
が
原
子
力
法
に
基
づ
く
指
示
を
発
令
す
る
際
の
基
礎
と
な
る
（
Czada
2003：
66）。

（
3
）
核
技
術
委
員
会
（
Ｋ
Ｔ
Ａ
）

Ｋ
Ｔ
Ａ
も
、
や
は
り
連
邦
諮
問
機
関
体
制
の
改
革
の
一
環
と
し
て
一
九
七
二
年
に
設
置
さ
れ
た
。
そ
の
目
的
は
、
製
造
企
業
や
建
設
業
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者
、
お
よ
び
運
転
事
業
者
の
た
め
に
働
く
専
門
家
の
経
験
の
蓄
積
に
基
づ
く
、
原
子
力
技
術
の
規
格
化
や
、
技
術
的
安
全
規
則
作
成
・
適

用
促
進
に
あ
っ
た
。
Ｋ
Ｔ
Ａ
の
作
成
す
る
規
則
は
行
政
命
令
の
性
格
を
持
ち
、
連
邦
官
報
で
公
示
さ
れ
る
。
委
員
は
連
邦
監
督
官
庁
に

よ
っ
て
四
年
の
任
期
で
任
命
さ
れ
、
原
子
力
部
門
に
と
っ
て
重
要
な
五
つ
の
グ
ル
ー
プ
の
代
表
者
各
一
〇
名
で
構
成
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち

製
造
・
建
設
業
者
、
運
転
事
業
者
、
連
邦
・
州
の
監
督
官
庁
、
鑑
定
・
諮
問
機
関
（
Ｔ

Ü

Ｖ
、
Ｇ
Ｒ
Ｓ
、
Ｒ
Ｓ
Ｋ
、
Ｓ
Ｓ
Ｋ
）、
そ
の
他
の

グ
ル
ー
プ
（
連
邦
の
そ
の
他
の
省
庁
、
原
子
力
研
究
所
、
ド
イ
ツ
規
格
協
会
、
保
険
会
社
、
職
業
保
険
組
合
Berufsgenossenschaft、
労

働
組
合
）
で
あ
る
。
理
事
会
（
Präsidium
）
と
事
務
局
は
原
子
炉
安
全
協
会
（
Ｇ
Ｒ
Ｓ
）
に
付
置
さ
れ
て
い
る
。
核
技
術
規
則
の
作
成
は
、

Ｋ
Ｔ
Ａ
が
設
置
す
る
小
委
員
会
に
委
任
さ
れ
る
。
Ｋ
Ｔ
Ａ
の
財
源
は
国
家
と
経
済
界
が
分
担
す
る
（
Czada
2003：
66-68）。

（
4
）
技
術
監
査
協
会
（
Ｔ

Ü

Ｖ
）
と
原
子
炉
安
全
協
会
（
Ｇ
Ｒ
Ｓ
）

州
レ
ベ
ル
で
は
、
Ｔ

Ü

Ｖ
と
Ｇ
Ｒ
Ｓ
が
原
子
力
監
督
官
庁
か
ら
安
全
監
査
業
務
の
大
半
の
委
任
を
受
け
て
き
た
。
一
九
八
〇
年
代
末
に

よ
う
や
く
、
特
に
ヘ
ッ
セ
ン
州
か
ら
の
鑑
定
業
務
を
受
託
し
た
ダ
ル
ム
シ
ュ
タ
ッ
ト
の
エ
コ
研
究
所
が
専
門
家
と
し
て
公
認
さ
れ
た
。
こ

れ
は
一
九
七
七
年
に
設
立
さ
れ
た
フ
ラ
イ
ブ
ル
ク
の
エ
コ
研
究
所
の
支
部
と
し
て
ダ
ル
ム
シ
ュ
タ
ッ
ト
工
科
大
学
周
辺
で
誕
生
し
た
。
ま

た
ノ
ル
ト
ラ
イ
ン
・
ヴ
ェ
ス
ト
フ
ァ
ー
レ
ン
州
は
、
チ
ュ
ー
リ
ヒ
と
マ
ン
ハ
イ
ム
に
支
部
を
置
く
技
師
事
務
所
「
エ
レ
ク
ト
ロ
ワ
ッ
ト
」

（
Ｅ
Ｗ
Ｉ
）
を
鑑
定
機
関
と
し
て
養
成
し
た
（
Czada
2003：
69）。

Ｔ

Ü

Ｖ
は
連
邦
制
的
に
編
成
さ
れ
、
各
執
行
部
に
は
大
企
業
の
代
表
が
入
っ
て
い
る
。
審
議
会
（
Beirat）
と
拡
大
執
行
部
に
は
大
学
や

団
体
（
例
え
ば
ド
イ
ツ
自
動
車
連
盟
Ａ
Ｄ
Ａ
Ｃ
）、
お
よ
び
行
政
機
関
か
ら
の
専
門
家
も
含
ま
れ
る
。
エ
ッ
セ
ン
に
所
在
地
を
置
く
技
術
監

査
協
会
連
合
（
Ｖ
ｄ
Ｔ

Ü

Ｖ
）
は
、
Ｔ

Ü

Ｖ
の
一
一
支
部
と
、
企
業
内
自
主
監
査
が
認
め
ら
れ
て
い
る
大
企
業
（
ザ
ー
ル
炭
鉱
会
社
や
化
学

企
業
四
社
―
Ｂ
Ａ
Ｓ
Ｆ
、
ヘ
キ
ス
ト
、
ヒ
ュ
ル
ズ
、
バ
イ
エ
ル
）
で
構
成
さ
れ
、
そ
の
Ｔ

Ü

Ｖ
核
技
術
指
導
所
（
T
Ü
V
-Leitsstelle
北研 52 (1・7) 7

ドイツの「原子力村」と安全規制の政治争点化（Ⅰ）



K
erntechnik）
が
一
九
七
五
年
以
来
、
検
査
・
鑑
定
業
務
を
調
整
し
て
い
た
。
し
か
し
、
特
に
ラ
イ
ン
ラ
ン
ト
・
ヴ
ェ
ス
ト
フ
ァ
ー
レ
ン

と
バ
イ
エ
ル
ン
の
Ｔ

Ü

Ｖ
支
部
は
原
子
力
の
安
全
性
の
分
野
で
鑑
定
業
務
の
契
約
獲
得
を
争
っ
た
（
Czada
2003：
69）。

一
九
七
六
年
ま
で
は
Ｔ

Ü

Ｖ
の
原
子
炉
安
全
研
究
所
（
Ｉ
Ｒ
Ｓ
）
が
存
在
し
た
が
、
新
設
の
Ｇ
Ｒ
Ｓ
（
ケ
ル
ン
）
に
統
合
さ
れ
（
4
）、
安
全
関

連
の
運
転
デ
ー
タ
や
学
術
情
報
の
集
約
・
評
価
を
行
っ
て
き
た
。
連
邦
監
督
官
庁
は
Ｇ
Ｒ
Ｓ
か
ら
職
員
の
一
部
を
登
用
し
て
お
り
、
例
え

ば
新
設
時
の
Ｂ
Ｍ
Ｕ
の
原
子
炉
安
全
課
第
一
課
長
は
Ｇ
Ｒ
Ｓ
の
事
務
局
長
だ
っ
た
（
Czada
1993：
80-81）。

2
・
3

多
段
階
的
立
地
手
続
き

ド
イ
ツ
の
原
子
力
施
設
の
建
設
手
続
き
の
概
略
を
以
下
に
示
す
。
事
業
者
か
ら
関
係
資
料
と
と
も
に
設
置
許
可
申
請
書
の
提
出
を
受
け

る
と
、
計
画
地
点
を
管
轄
す
る
州
行
政
庁
は
、
Ｔ

Ü

Ｖ
に
安
全
審
査
に
必
要
な
鑑
定
を
委
託
す
る
。
実
際
の
研
究
は
し
ば
し
ば
Ｇ
Ｒ
Ｓ
が

行
う
。
並
行
し
て
申
請
書
類
を
州
行
政
庁
か
ら
回
付
さ
れ
た
Ｂ
Ｍ
Ｉ
は
、
Ｒ
Ｓ
Ｋ
や
Ｓ
Ｓ
Ｋ
に
安
全
審
査
を
委
託
す
る
。
州
行
政
庁
は
ま

た
水
や
土
地
の
利
用
な
ど
、
原
子
炉
以
外
の
計
画
部
分
に
問
題
が
な
い
か
ど
う
か
を
州
の
関
係
省
庁
と
協
議
し
、
Ｂ
Ｍ
Ｉ
も
Ｂ
Ｍ
Ｆ
Ｔ
な

ど
連
邦
の
関
係
省
庁
と
協
議
す
る
。

州
と
連
邦
に
お
け
る
安
全
審
査
が
進
む
と
、州
政
府
は
市
民
の
意
見
を
聴
取
す
る
手
続
き
を
踏
ま
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
こ
れ
は
主
に
、

計
画
の
公
示
、
申
請
書
と
関
係
資
料
の
縦
覧
（
A
uslegung）、
そ
の
期
間
中
の
異
議
申
立
て
、
そ
れ
を
審
議
す
る
聴
聞
会
（
Erörterung）

と
い
う
手
順
を
と
る
。
聴
聞
会
が
終
了
す
れ
ば
、
州
行
政
庁
は
州
と
連
邦
が
委
託
し
た
鑑
定
書
が
出
て
く
る
の
を
待
ち
、
申
請
の
認
可
ま

た
は
却
下
の
決
定
を
下
す
。
そ
の
際
、
Ｂ
Ｍ
Ｉ
な
い
し
Ｂ
Ｍ
Ｕ
が
同
意
し
な
け
れ
ば
州
政
府
が
許
可
を
出
す
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
現
実

に
問
題
と
な
っ
た
の
は
、
逆
に
州
政
府
に
よ
る
認
可
の
却
下
を
連
邦
官
庁
が
認
め
ず
、
認
可
を
指
示
す
る
場
合
で
あ
る
。
そ
れ
で
も
州
が

認
可
を
拒
否
し
た
場
合
、
連
邦
・
州
間
紛
争
と
し
て
連
邦
憲
法
裁
判
所
へ
の
提
訴
に
発
展
す
る
場
合
が
あ
る
。
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設
置
認
可
は
段
階
的
に
行
わ
れ
、
以
上
の
手
続
き
が
第
一
次
、
第
十
次
部
分
設
置
認
可
、
運
転
認
可
な
ど
と
、
工
期
ご
と
に
繰
り
返
さ

れ
る
こ
と
に
な
る
。
設
置
認
可
に
対
し
て
は
、
上
記
の
異
議
申
立
期
間
中
に
異
議
を
申
し
立
て
た
市
民
な
ら
誰
で
も
、
取
消
し
を
求
め
て

行
政
訴
訟
を
起
こ
す
こ
と
が
で
き
る
。

以
上
の
よ
う
な
流
れ
の
原
子
力
施
設
立
地
手
続
き
の
特
徴
は
、
以
下
の
よ
う
に
要
約
で
き
る
。
第
一
に
、
連
邦
委
任
行
政
に
基
づ
く
州

政
府
に
よ
る
許
認
可
で
あ
る
。
連
邦
と
州
が
原
子
力
推
進
で
一
致
し
て
い
る
限
り
は
手
続
き
が
円
滑
に
進
む
が
、
州
が
脱
原
子
力
を
追
求

し
だ
す
と
紛
争
が
表
面
化
す
る
。
第
二
に
、
原
発
立
地
手
続
き
の
多
段
階
性
で
あ
る
。
手
続
き
が
施
設
全
体
に
つ
い
て
一
括
し
て
行
わ
れ

る
日
本
や
フ
ラ
ン
ス
と
は
異
な
り
、
事
業
者
は
工
期
毎
に
部
分
許
可
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
そ
の
都
度
、
鑑
定
や
異
議
申
立
て
、
聴
聞

会
、
行
政
訴
訟
の
余
地
が
生
じ
る
。
第
三
に
、
に
も
か
か
わ
ら
ず
聴
聞
会
の
有
効
性
は
、
州
政
府
に
よ
る
運
用
次
第
で
あ
る
。
聴
聞
会
で

審
議
さ
れ
る
異
議
申
立
て
は
、（
立
地
点
だ
け
で
な
く
周
辺
市
町
村
の
）
住
民
だ
け
で
な
く
外
部
の
市
民
や
専
門
家
も
出
す
こ
と
が
で
き
る

も
の
の
、
通
常
は
数
日
間
し
か
開
か
れ
ず
、
外
部
の
支
援
者
が
住
民
か
ら
切
り
離
さ
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
ま
た
本
稿
の
事
例
が
示
す
よ

う
に
、
事
業
者
側
は
、
聴
聞
会
を
伴
う
手
続
き
自
体
を
で
き
る
だ
け
回
避
し
よ
う
と
す
る
。
こ
の
た
め
反
原
発
運
動
は
、
別
の
回
路
で
の

行
政
へ
の
影
響
力
行
使
を
求
め
ざ
る
を
得
ず
、
こ
れ
は
さ
し
あ
た
り
訴
訟
が
、
ま
た
後
に
は
新
党
（
緑
の
党
）
を
通
じ
た
行
政
へ
の
統
制

と
い
う
形
を
と
っ
た
。
ド
イ
ツ
で
は
、
一
九
七
五
年
の
ヴ
ィ
ー
ル
原
発
を
め
ぐ
る
裁
判
所
の
決
定
を
境
に
、
特
に
下
級
審
が
原
子
力
紛
争

に
お
け
る
対
立
激
化
の
緩
衝
材
と
し
て
の
役
割
を
積
極
的
に
果
た
そ
う
と
す
る
傾
向
に
転
じ
た
。

2
・
4

政
党
国
家

政
党
を
通
じ
た
行
政
へ
の
統
制
が
効
果
を
発
揮
す
る
前
提
条
件
と
し
て
、
ド
イ
ツ
に
特
徴
的
な
の
は
、
政
党
の
役
割
の
大
き
さ
、
す
な

わ
ち
「
政
党
国
家
」
の
特
徴
で
あ
る
。
ヴ
ァ
イ
マ
ル
共
和
国
の
指
導
層
の
大
部
分
は
、
社
会
の
利
害
対
立
の
表
現
で
あ
る
政
党
の
存
在
を
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嫌
悪
し
、
強
い
指
導
者
に
よ
る
利
害
対
立
の
超
克
に
期
待
す
る
心
情
を
持
っ
て
い
た
。
こ
れ
に
対
し
、
戦
後
の
（
西
）
ド
イ
ツ
で
は
、
政

治
の
安
定
に
は
政
党
の
役
割
が
不
可
欠
と
い
う
判
断
か
ら
、
基
本
法
二
一
条
に
政
党
が
明
記
さ
れ
、
政
党
は
公
的
助
成
も
受
け
る
こ
と
に

な
っ
た
。
そ
の
結
果
、
統
治
エ
リ
ー
ト
の
重
要
部
分
は
政
党
か
ら
補
充
さ
れ
て
い
る
。
政
界
以
外
の
エ
リ
ー
ト
層
の
五
一
･四
％
が
政
党

党
員
で
あ
り
、
こ
れ
は
市
民
の
間
に
お
け
る
比
率
の
ほ
ぼ
二
〇
倍
に
相
当
す
る
。
行
政
職
員
や
裁
判
官
、
企
業
取
締
役
、
労
組
幹
部
の
多

く
が
政
党
の
党
員
資
格
を
保
持
し
て
い
る
。
連
邦
憲
法
裁
判
所
の
裁
判
官
も
大
半
は
政
党
の
党
員
で
あ
り
、
そ
の
選
出
に
は
法
律
家
と
し

て
の
能
力
と
と
も
に
政
党
政
治
的
要
素
が
関
係
し
て
い
る
（
5
）。
ま
た
政
党
支
持
傾
向
は
、
日
常
の
政
治
争
点
に
対
す
る
エ
リ
ー
ト
の
政
治
的

意
見
を
規
定
す
る
中
心
的
な
要
因
で
あ
り
、
組
織
や
産
業
部
門
へ
の
帰
属
よ
り
も
重
要
で
あ
る
（
Schm
idt2011：
230,
260）。
さ
ら
に

公
営
企
業
や
公
営
放
送
局
の
監
督
機
関
な
ど
に
も
、
政
党
か
ら
の
推
薦
人
事
が
入
り
込
む
こ
と
は
、
政
党
を
民
主
制
の
安
定
化
要
素
と
し

て
積
極
的
に
位
置
づ
け
た
こ
と
の
代
償
と
見
ら
れ
て
い
る
（
V
orländer
2010：
91）。

行
政
機
関
に
お
い
て
は
、
党
員
資
格
を
持
つ
正
規
職
員
に
加
え
て
、
大
臣
に
よ
る
職
員
の
政
治
任
用
が
認
め
ら
れ
て
い
る
。
政
権
交
代

の
際
、
野
党
所
属
の
行
政
職
員
が
職
に
と
ど
ま
る
こ
と
も
あ
れ
ば
、
官
吏
の
身
分
を
保
持
し
た
ま
ま
休
職
扱
い
に
も
な
り
う
る
。
行
政
へ

の
政
党
の
浸
透
を
通
し
て
、
政
党
の
政
策
選
好
は
行
政
に
よ
る
政
策
実
施
過
程
に
ま
で
及
び
う
る
。
ま
た
ド
イ
ツ
（
官
吏
法
六
〇
条
）
で

は
、
一
般
の
官
吏
は
職
務
遂
行
に
関
す
る
限
り
で
政
党
活
動
か
ら
の
中
立
が
求
め
ら
れ
る
が
、
そ
の
職
務
を
離
れ
た
一
般
市
民
と
し
て
は

政
治
活
動
に
関
わ
る
自
由
を
保
障
さ
れ
て
い
る
（
石
村
二
〇
一
一
）。

2
・
5

ヘ
ッ
セ
ン
州
の
政
治
・
行
政
構
造

ヘ
ッ
セ
ン
は
地
理
的
に
は
ド
イ
ツ
中
央
部
に
位
置
し
、
面
積
と
人
口
と
も
に
旧
西
独
で
は
第
五
位
の
中
規
模
の
州
で
あ
る
（
図
1
）。
人

口
（
一
九
八
七
年
末
）
は
約
五
五
四
万
人
だ
っ
た
。
経
済
状
態
は
相
対
的
に
良
く
、
一
九
八
八
年
末
現
在
の
失
業
率
は
七
･三
％
と
西
ド
イ
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ツ
で
は
バ
ー
デ
ン
・
ヴ
ュ
ル
テ
ン
ベ
ル
ク
州
に
次
い
で
低
か
っ
た
。
基
本
法
一
〇
七
条
と
一
九
六
九
年
の
州
間
財
政
調
整
法
に
従
い
、
富

裕
州
は
貧
困
州
へ
の
租
税
収
人
の
拠
出
を
義
務
づ
け
ら
れ
て
お
り
、
一
九
八
七
年
現
在
で
ヘ
ッ
セ
ン
は
ハ
ン
ブ
ル
ク
、
バ
ー
デ
ン
・
ヴ
ュ

ル
テ
ン
ベ
ル
ク
州
と
と
も
に
拠
出
義
務
州
に
属
し
て
い
た
。
ヘ
ッ
セ
ン
で
は
戦
後
、
農
林
業
や
鉱
業
の
衰
退
が
進
み
、
一
九
七
〇
年
ま
で

は
製
造
業
と
サ
ー
ビ
ス
業
が
、
ま
た
一
九
七
〇
年
以
降
は
サ
ー
ビ
ス
業
だ
け
が
就
業
者
の
割
合
を
増
や
し
た
。
一
九
八
七
年
に
第
三
次
産

業
は
州
内
の
全
就
業
者
の
五
八
･一
％
、製
造
業
は
三
九
･九
％
を
占
め
た
。
た
だ
製
造
業
は
依
然
と
し
て
州
の
重
要
産
業
で
あ
り
、化
学
・

製
薬
、
自
動
車
、
電
機
・
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
、
機
械
製
造
の
四
つ
に
支
え
ら
れ
て
い
た
（
Schiller
and
W
inter
1990：
241-244）。

し
か
し
州
内
に
は
経
済
格
差
が
あ
り
、
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
と
ラ
イ
ン
川
対
岸
の
マ
イ
ン
ツ
（
ラ
イ
ン
ラ
ン
ト
・
プ
フ
ァ
ル
ツ
州
）、
空
港

付
近
の
ダ
ル
ム
シ
ュ
タ
ッ
ト
、
州
都
ヴ
ィ
ー
ス
バ
ー
デ
ン
、
お
よ
び
工
業
都
市
ハ
ー
ナ
ウ
に
ま
た
が
る
ラ
イ
ン
・
マ
イ
ン
大
都
市
圏
（
メ

ト
ロ
ポ
ー
ル
）
に
人
口
が
集
中
し
て
い
た
。
重
要
産
業
も
南
ヘ
ッ
セ
ン
に
集
中
し
、
へ
キ
ス
ト
に
代
表
さ
れ
る
化
学
工
業
は
フ
ラ
ン
ク
フ

ル
ト
周
辺
、
自
動
車
会
社
オ
ペ
ル
も
リ
ュ
ッ
セ
ル
ハ
イ
ム
を
拠
点
と
し
、
州
内
唯
一
の
ビ
ブ
リ
ス
原
発
も
ベ
ル
ク
シ
ュ
ト
ラ
ー
セ
郡
に
あ

る
。
こ
れ
は
ド
イ
ツ
最
大
の
電
力
会
社
、
Ｒ
Ｗ
Ｅ
（
ラ
イ
ン
・
ヴ
ェ
ス
ト
フ
ァ
ー
レ
ン
電
力
）
が
一
九
六
九
年
か
ら
一
九
七
一
年
に
か
け

て
Ａ
・
Ｂ
号
機
と
し
て
Ｋ
Ｗ
Ｕ
（
ク
ラ
フ
ト
ヴ
ェ
ル
ク
・
ユ
ニ
オ
ン
社
。
当
時
は
ジ
ー
メ
ン
ス
と
Ａ
Ｅ
Ｇ
の
合
弁
に
よ
る
独
占
企
業
。
後

に
ジ
ー
メ
ン
ス
の
完
全
子
会
社
に
移
行
）
に
発
注
し
た
、
当
時
と
し
て
は
世
界
最
大
の
原
子
炉
（
一
三
〇
〇
MW
）
だ
っ
た
。

ヘ
ッ
セ
ン
州
の
政
治
を
規
定
す
る
州
議
会
選
挙
は
、
連
邦
議
会
選
挙
同
様
、
五
％
の
議
席
獲
得
要
件
と
、
小
選
挙
区
制
の
部
分
的
併
用

（
候
補
者
の
人
的
選
択
権
の
要
素
）
を
特
徴
と
す
る
比
例
代
表
制
に
基
づ
い
て
い
る
。
こ
の
制
度
で
は
、
全
州
域
で
の
平
均
相
対
得
票
率
が

五
％
を
突
破
し
た
政
党
に
議
席
が
配
分
さ
れ
る
。
各
党
へ
の
配
分
議
席
数
が
決
ま
る
と
、
議
席
を
ど
の
候
補
者
が
占
め
る
か
は
、
総
議
席

数
の
半
数
に
相
当
す
る
五
五
議
席
ま
で
、
小
選
挙
区
で
相
対
多
数
を
獲
得
し
た
候
補
者
に
配
分
し
た
上
で
各
党
の
拘
束
式
候
補
者
名
簿
の

順
に
決
定
さ
れ
る
。
小
選
挙
区
で
の
「
直
接
議
席
」
を
獲
得
す
る
の
は
通
常
、
大
政
党
の
み
で
あ
る
（
Schiller&
W
inter1990）。
た
だ
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図 1：ヘッセン州行政区画（郡・独立市ほか）



し
Ｃ
Ｄ
Ｕ
と
Ｆ
Ｄ
Ｐ
の
連
立
政
権
下
の
一
九
八
八
年
の
改
正
で
連
邦
議
会
選
挙
と
同
様
の
二
票
制
が
導
入
さ
れ
る
ま
で
は
、
有
権
者
が
投

じ
る
一
票
が
比
例
名
簿
に
基
づ
く
議
席
数
確
定
と
選
挙
区
の
候
補
者
選
択
に
使
わ
れ
て
い
た
。
改
正
は
一
九
九
一
年
選
挙
か
ら
適
用
さ

れ
、
選
挙
区
と
比
例
代
表
で
別
々
の
政
党
に
一
票
ず
つ
投
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

州
議
会
は
州
郡
ヴ
ィ
ー
ス
バ
ー
デ
ン
で
開
か
れ
る
。
会
派
（
Fraktion）
を
組
む
最
小
限
度
の
議
員
数
は
六
名
で
、
こ
の
数
は
法
案
の

提
出
に
も
必
要
で
あ
る
。
法
案
は
本
会
議
の
二
回
の
読
会
と
、
そ
の
間
の
専
門
委
員
会
で
の
審
議
を
経
て
、
ま
た
予
算
案
や
州
憲
法
修
正

案
の
場
合
は
さ
ら
に
専
門
委
員
会
と
第
三
読
会
の
審
犠
を
経
て
、
採
決
に
か
け
ら
れ
る
。
委
員
会
は
全
会
派
の
勢
力
比
に
応
じ
て
構
成
さ

れ
、
法
案
の
個
別
事
項
を
審
議
し
、
ど
の
会
派
も
修
正
提
案
を
出
す
こ
と
が
で
き
る
（
H
olzapfel1992：
62-63）。

州
首
相
は
州
議
会
の
過
半
数
に
よ
り
選
出
さ
れ
る
。
州
首
相
は
州
大
臣
を
指
名
す
る
が
、
州
議
会
の
過
半
数
の
信
任
を
必
要
と
す
る
。

州
政
府
の
省
の
所
管
事
務
（
Ressorts）
は
、
主
に
開
発
、
農
業
、
環
境
政
策
の
領
域
で
の
み
、
改
組
や
権
限
委
譲
が
繰
り
返
さ
れ
て
き
た
。

環
境
保
護
を
明
示
的
に
所
管
す
る
省
は
一
九
七
〇
年
に
設
置
さ
れ
た
が
、
農
業
と
抱
き
合
わ
せ
に
さ
れ
、
実
質
的
に
環
境
保
護
は
優
先
さ

れ
な
か
っ
た
。
そ
の
後
、
大
規
模
開
発
重
視
の
ベ
ル
ナ
ー
（
H
olgerBörner）
政
権
下
で
は
、
環
境
保
護
は
農
業
だ
け
で
な
く
開
発
事
業

と
同
じ
省
に
統
合
さ
れ
た
。
さ
ら
に
Ｓ
Ｐ
Ｄ
と
緑
の
党
の
閣
外
協
力
協
定
締
結
後
の
一
九
八
四
年
七
月
の
州
政
府
再
編
で
は
、
自
然
保
護

を
除
く
環
境
政
策
が
労
働
・
社
会
省
に
移
管
さ
れ
た
。
環
境
政
策
を
専
門
的
に
所
管
す
る
環
境
省
の
設
置
は
、
一
九
八
五
年
一
〇
月
の
両

党
の
連
立
協
定
締
結
と
、
そ
れ
に
基
づ
く
緑
の
党
の
環
境
相
の
任
命
（
同
年
一
二
月
）
で
よ
う
や
く
実
現
す
る
の
で
あ
る
。

行
政
組
織
は
、
他
の
多
く
の
領
域
州
（
都
市
州
以
外
）
と
同
様
、
最
高
官
庁
（
州
首
相
府
と
州
各
省
）、
中
級
官
庁
（
県
）、
下
級
官
庁

（
郡
・
市
町
村
）
の
四
層
構
造
を
持
つ
。
例
外
的
に
幾
つ
か
の
分
野
で
州
上
級
特
別
庁
（
環
境
局
や
鉱
山
局
な
ど
）
が
置
か
れ
て
い
る
。

県
（
Regieriungsbezirk）
は
住
民
の
代
表
機
関
を
持
つ
自
治
体
で
は
な
く
、
州
と
郡
（
K
reis）
の
中
間
に
位
置
す
る
行
政
区
画
で
あ

り
、
州
政
府
に
任
命
さ
れ
る
県
長
（
Regierungspräsident）
と
県
庁
（
Bezirksregierung）
が
行
政
を
担
当
す
る
。
一
九
八
一
年
一
月
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に
北
部
（
カ
ッ
セ
ル
）、
中
部
（
ギ
ー
セ
ン
）、
南
部
（
ダ
ル
ム
シ
ュ
タ
ッ
ト
）
の
現
行
三
県
が
確
定
し
た
。

こ
れ
に
対
し
、
市
町
村
（
Gem
einde）
と
市
町
村
連
合
は
基
本
法
二
八
条
に
よ
り
自
治
権
を
保
障
さ
れ
、
議
会
を
持
つ
。
市
（
Stadt）

と
町
村
は
法
制
度
上
は
明
確
に
区
別
さ
れ
て
い
な
い
。
市
町
村
連
合
の
う
ち
最
も
重
要
な
の
は
ヘ
ッ
セ
ン
に
二
一
あ
る
郡
で
あ
る
。
郡
は

州
の
下
級
官
庁
で
も
あ
り
、
四
二
一
市
町
村
を
監
督
す
る
。
比
較
的
大
き
な
都
市
は
郡
の
監
督
か
ら
離
れ
、
自
ら
郡
の
機
能
も
兼
ね
、
郡

独
立
市
（
K
reisfreieStadt）
と
呼
ば
れ
る
。
人
口
一
〇
万
以
上
を
目
安
に
カ
ッ
セ
ル
、
ヴ
ィ
ー
ス
バ
ー
デ
ン
、
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
、
オ
ッ

フ
ェ
ン
バ
ッ
ハ
、ダ
ル
ム
シ
ュ
タ
ッ
ト
の
五
つ
が
認
定
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
ほ
か
七
市
が
郡
所
属
で
は
あ
る
が
特
別
な
地
位
を
持
つ（
バ
ー

ト
・
ホ
ン
ブ
ル
ク
、
フ
ル
ダ
、
ギ
ー
セ
ン
、
ハ
ー
ナ
ウ
、
マ
ー
ル
ブ
ル
ク
、
リ
ュ
ッ
セ
ル
ハ
イ
ム
、
ヴ
ェ
ッ
ツ
ラ
ー
）。

ヘ
ッ
セ
ン
の
市
町
村
や
郡
・
独
立
市
は
参
事
会
制
（
M
agistratverfassung）
と
呼
ば
れ
る
形
態
を
と
り
、
議
会
が
、
合
議
制
執
行
部

で
あ
る
参
事
会
の
常
勤
構
成
員
（
首
長
と
参
事
）
を
選
出
す
る
。
市
町
村
参
事
会
を
構
成
す
る
市
長
（
Bürgerm
eister、
独
立
市
な
ど
の

場
合
は
O
berbürgerm
eiser）
と
参
事
（
都
市
の
場
合
は
Stadtrat）
は
市
町
村
議
会
で
選
出
さ
れ
、
郡
参
事
会
（
K
reisauschuß）
を

構
成
す
る
郡
長
（
Landrat）
と
郡
参
事
（
K
reisbeigeordneter）
は
郡
議
会
で
選
出
さ
れ
る
（
Eichhorn
etal.1991）。

一
九
六
〇
年
代
ま
で
は
市
町
村
議
会
の
全
政
党
が
参
事
会
で
代
表
さ
れ
る
伝
統
が
あ
っ
た
が
、
一
九
七
〇
年
代
以
降
、
自
治
体
議
会
へ

の
政
党
政
治
浸
透
を
背
景
に
、
極
右
極
左
の
政
党
を
排
除
す
る
観
点
か
ら
も
、
こ
の
慣
行
は
な
く
な
り
、
首
長
と
参
事
は
自
治
体
議
会
の

多
数
派
に
よ
っ
て
選
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
首
長
と
参
事
の
任
期
は
六
年
、
再
選
で
一
二
年
が
限
度
と
さ
れ
た
。
自
治
体
議
会
選
挙
も

ヘ
ッ
セ
ン
州
で
は
五
％
の
阻
止
条
項
つ
き
の
比
例
代
表
制
で
行
な
わ
れ
、
議
員
の
任
期
は
四
年
で
あ
る
。
な
お
、
一
九
九
一
年
一
月
二
〇

日
の
州
議
会
選
挙
と
同
時
に
実
施
さ
れ
た
州
民
投
票
で
首
長
（
郡
・
特
別
市
）
の
直
接
公
選
制
導
入
が
決
定
さ
れ
、
一
九
九
三
年
五
月
の

幾
つ
か
の
自
治
体
選
挙
以
降
、
順
次
実
施
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ま
た
二
〇
〇
一
年
統
一
自
治
体
選
挙
か
ら
南
部
二
州
と
同
様
、
各
党

名
簿
を
横
断
し
た
個
別
の
候
補
者
の
選
択
・
加
重
を
可
能
に
す
る
複
雑
な
選
択
投
票
制
が
導
入
さ
れ
た（
Schiller&
W
inter1990：
248）。
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次
に
政
党
制
で
あ
る
。
ヴ
ァ
イ
マ
ル
共
和
国
の
時
代
か
ら
Ｓ
Ｐ
Ｄ
は
現
在
の
ヘ
ッ
セ
ン
に
重
な
る
地
域
で
最
大
の
政
党
だ
っ
た
。
戦

後
、ヘ
ッ
セ
ン
州
が
誕
生
し
て
以
来
、一
九
八
七
年
か
ら
一
九
九
一
年
の
四
年
間
を
除
き
、一
九
九
九
年
ま
で
Ｓ
Ｐ
Ｄ
は
政
権
の
座
に
あ
っ

た
。
Ｓ
Ｐ
Ｄ
の
優
位
は
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
多
い
宗
派
構
造
や
、
し
ば
し
ば
労
働
組
合
員
で
も
あ
る
多
数
の
党
員
、
お
よ
び
多
数
の
自
治

体
議
員
に
基
盤
を
置
い
て
い
た
。
単
独
政
権
期
も
あ
る
が
、
戦
後
初
期
は
Ｌ
Ｄ
Ｐ
（
自
由
民
主
党
Ｆ
Ｄ
Ｐ
の
前
身
）
や
キ
リ
ス
ト
教
民
主

同
盟
（
Ｃ
Ｄ
Ｕ
）、
一
九
五
〇
年
代
半
ば
か
ら
一
九
六
六
年
ま
で
は
旧
ド
イ
ツ
領
か
ら
の
引
揚
者
の
政
党
（
Ｇ
Ｂ
・
Ｂ
Ｈ
Ｅ
）、
一
九
七
〇

年
代
に
は
Ｆ
Ｄ
Ｐ
、
一
九
八
五
年
末
以
降
は
緑
の
党
を
連
立
の
相
手
と
し
て
き
た
（
表
1
）。

ヘ
ッ
セ
ン
Ｓ
Ｐ
Ｄ
は
連
邦
党
よ
り
も
顕
著
に
、
中
下
層
労
働
者
階
級
の
党
だ
っ
た
。
し
か
し
一
九
六
〇
年
代
末
以
降
の
ホ
ワ
イ
ト
カ

ラ
ー
層
増
大
に
応
じ
て
、
緑
の
党
と
Ｃ
Ｄ
Ｕ
の
得
票
増
大
、
お
よ
び
Ｓ
Ｐ
Ｄ
内
の
多
様
化
が
起
き
た
。
一
九
七
〇
年
代
か
ら
一
九
八
〇
年

代
初
頭
ま
で
、
Ｓ
Ｐ
Ｄ
主
導
の
ヘ
ッ
セ
ン
州
政
府
は
、
や
は
り
Ｓ
Ｐ
Ｄ
が
主
導
す
る
連
邦
政
府
の
政
策
に
従
い
、
例
え
ば
核
燃
料
再
処
理

工
場
の
立
地
受
け
入
れ
を
表
明
し
、
あ
る
い
は
新
左
翼
活
動
家
を
狙
い
打
ち
に
し
た
「
過
激
派
省
令
」
を
導
入
し
た
。
こ
う
し
た
政
策
は
、

や
は
り
州
政
府
が
推
進
し
た
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
空
港
の
西
滑
走
路
増
設
と
と
も
に
、
反
対
運
動
と
の
激
し
い
対
立
や
緑
の
党
の
台
頭
を
招

い
た
。
南
北
二
つ
の
支
部
（
Bezirk）
の
う
ち
、
左
派
主
導
の
南
ヘ
ッ
セ
ン
支
部
は
一
九
八
〇
年
代
初
頭
か
ら
州
政
府
の
こ
う
し
た
政
策

を
批
判
し
、
緑
の
党
と
の
連
立
を
早
く
か
ら
提
唱
し
た
。

ま
た
か
つ
て
は
弱
体
だ
っ
た
Ｃ
Ｄ
Ｕ
も
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
で
は
一
九
七
七
年
に
市
議
会
の
単
独
過
半
数
を
獲
得
し
、
ヴ
ァ
ル
マ
ン

（
W
alterW
allm
ann）
が
市
長
と
な
っ
た
。
一
九
八
六
年
に
彼
が
連
邦
初
の
環
境
相
に
転
出
し
た
後
も
、
彼
の
Ｃ
Ｄ
Ｕ
の
後
任
者
が
一
九

八
九
年
春
ま
で
当
地
の
政
治
を
支
配
し
た
。
ま
た
惨
敗
し
た
一
九
六
六
年
の
州
議
会
選
挙
後
、
ヘ
ッ
セ
ン
Ｃ
Ｄ
Ｕ
は
指
導
部
と
議
員
の
世

代
交
代
を
進
め
、
党
組
織
の
改
革
・
充
実
や
選
挙
戦
術
の
刷
新
を
行
っ
た
。
政
策
面
で
は
Ｓ
Ｐ
Ｄ
主
導
の
州
政
府
と
の
対
決
姿
勢
を
強
め
、

特
に
町
村
合
併
や
教
育
政
策
に
反
対
し
た
。
こ
の
保
守
路
線
が
功
を
奏
し
、
Ｃ
Ｄ
Ｕ
は
得
票
を
伸
ば
し
て
一
九
七
四
年
、
一
九
七
八
年
、
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一
九
八
二
年
の
選
挙
で
州
議
会
第

一
党
に
な
っ
た
。
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
Ｃ
Ｄ
Ｕ
に
よ
る
州
の
政
権
獲

得
は
一
九
八
七
年
ま
で
持
ち
越
さ

れ
た
。
Ｃ
Ｄ
Ｕ
の
伝
統
的
な
拠
点

は
カ
ト
リ
ッ
ク
の
多
い
ヘ
ッ
セ
ン

東
部（
フ
ル
ダ
な
ど
）や
西
部（
リ

ン
ブ
ル
ク
な
ど
）、
そ
れ
に
都
市
・

農
村
混
在
地
域
で
あ
る
。
一
九
六

〇
年
代
末
以
降
は
サ
ー
ビ
ス
産
業

集
中
地
域
に
も
地
歩
を
築
い
た
。

ヘ
ッ
セ
ン
州
の
自
由
民
主
党

（
Ｆ
Ｄ
Ｐ
）
は
経
済
界
の
利
益
の

代
表
に
力
点
を
置
い
て
い
る
。
化

学
工
業
と
は
伝
統
的
に
密
接
な
関

係
に
あ
り
、
原
子
力
施
設
の
建
設

や
空
港
拡
張
工
事
に
も
関
わ
っ
て

お
り
、
Ｓ
Ｐ
Ｄ
と
は
相
容
れ
な
く

北研 52 (1・16) 16
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州首相 所属 任期 与党

カール・ガイラー 無所属 1945年10月
－1947年 1 月 SPD・CDU・LDP

クリスチャン・シュトック SPD 1947年 1 月
－1951年 1 月 SPD・CDU

ゲオルク・アウグスト・ズィン SPD 1951年 1 月
－1955年 1 月 SPD

1955年 1 月
－1967年 1 月 SPD・BHE

1967年 1 月
－1969年10月 SPD

アルベルト・オスヴァルト SPD 1969年10月
－1970年12月 SPD

1970年12月
－1976年10月 SPD・FDP

ホルガー・ベルナー SPD 1976年10月
－1982年11月 SPD・FDP

1982年12月
－1985年12月 SPD少数

1985年12月
－1987年 2 月 SPD・緑の党

1987年 2 月
－1987年 4 月 SPD少数

ヴァルター・ヴァルマン CDU 1987年 4 月
－1991年 4 月 CDU・FDP

ハンス・アイヒェル SPD 1991年 4 月
－1999年 4 月 SPD・緑の党

ローラント・コッホ CDU 1999年 4 月
－2010年 8 月 CDU・FDP

フォルカー・ブフィエ CDU 2010年 8 月
－2014年 1 月 CDU・FDP

2014年 1 月－ CDU・緑の党
表 1：ヘッセン州政府 Hartmann 1997：286を基本に作成し、データを補足｡



な
る
の
で
あ
る
。

ヘ
ッ
セ
ン
緑
の
党
は
そ
の
初
期
に
は
全
国
の
緑
の
党
と
同
様
に
、「
草
の
根
民
主
制
」（
Basisdem
okratie：
底
辺
民
主
制
と
も
訳
さ
れ

る
）
と
称
す
る
党
内
運
営
の
規
則
を
導
入
し
、
既
成
政
党
と
の
違
い
を
強
調
し
よ
う
と
し
た
。
そ
の
主
な
規
則
は
以
下
の
通
り
で
あ
る

（
V
een
and
H
offm
ann
1992：
26；

Raschke
1993）。

・
集
団
指
導
体
制
。
党
執
行
部
や
議
員
団
は
（
男
女
）
共
同
代
表
制
と
す
る
。

・
コ
ン
セ
ン
サ
ス
原
則
（
少
数
派
保
護
原
則
）。

・
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
制
。
四
年
任
期
の
半
分
（
二
年
）
の
時
点
で
議
員
が
「
後
任
」
と
交
代
す
る
。

・
拘
束
委
任
。
議
員
は
党
大
会
決
議
へ
拘
束
さ
れ
、
ま
た
「
草
の
根
」（
Basis）
か
ら
の
恒
常
的
な
統
制
に
服
す
。

・
会
議
の
公
開
。
党
員
だ
け
で
な
く
、
関
心
の
あ
る
一
般
市
民
や
社
会
運
動
の
活
動
家
に
も
党
の
大
会
や
会
議
へ
の
参
加
を
認
め
る
。

・
党
の
役
職
（
A
m
t）
と
議
席
（
M
andat）
の
分
離
。
党
の
要
職
者
は
同
時
に
議
員
に
は
な
れ
な
い
。

・
党
の
全
役
職
の
無
給
名
誉
職
原
則
。

・
議
員
給
与
の
制
限
（
一
定
額
の
党
へ
の
納
入
）。

・
役
職
の
再
任
の
禁
止
。
市
町
村
レ
ベ
ル
は
別
と
し
て
執
行
部
の
役
職
に
つ
け
る
の
は
一
回
限
り
。

こ
の
う
ち
コ
ン
セ
ン
サ
ス
原
則
や
集
団
指
導
体
制
は
、
対
等
な
活
動
家
で
構
成
さ
れ
る
社
会
運
動
内
で
の
意
思
決
定
に
お
い
て
は
合
理

性
を
持
っ
て
い
た
。
こ
れ
に
対
し
、
他
の
規
則
は
、
普
通
の
市
民
の
参
加
の
促
進
と
と
も
に
、
議
会
進
出
後
の
議
員
の
エ
リ
ー
ト
化
の
防

止
や
、「
草
の
根
」
に
よ
る
議
員
へ
の
「
下
か
ら
の
」
統
制
を
意
図
し
て
い
た
。
し
か
し
「
草
の
根
」
の
意
味
は
文
脈
次
第
で
一
般
党
員
、

市
民
、
社
会
運
動
を
指
す
よ
う
に
変
化
し
、
曖
昧
だ
っ
た
。
現
実
に
は
、
活
発
な
「
草
の
根
」
は
比
較
的
少
数
だ
っ
た
た
め
、
こ
れ
ら
の

規
則
は
党
内
の
急
進
的
活
動
家
が
党
の
路
線
を
統
制
し
た
い
と
き
に
も
利
用
さ
れ
た
。
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主
要
な
利
益
団
体
と
し
て
は
、
公
法
に
基
づ
い
て
地
域
毎
に
組
織
さ
れ
て
い
る
商
工
会
議
所
（
Ｉ
Ｈ
Ｋ
）
一
二
団
体
の
ほ
か
、
各
種
経

営
者
団
体
が
あ
る
。
特
に
一
九
八
五
年
に
発
足
し
た
赤
緑
州
政
権
に
対
し
、
ヘ
ッ
セ
ン
の
経
営
者
諸
団
体
は
敵
対
姿
勢
を
と
っ
た

（
Schiller
and
W
inter
1990：
263-264）。

一
方
、
労
働
界
は
一
九
五
〇
年
代
か
ら
Ｓ
Ｐ
Ｄ
の
優
位
が
定
着
す
る
中
で
州
政
府
と
の
緊
密
な
関
係
を
築
き
、
Ｓ
Ｐ
Ｄ
や
議
員
、
政
権
、

行
政
、
労
組
幹
部
の
間
に
は
人
的
重
複
も
見
ら
れ
た
。
し
か
し
一
九
六
七
年
の
Ｄ
Ｇ
Ｂ
（
ド
イ
ツ
労
働
総
同
盟
）
の
ヘ
ッ
セ
ン
州
支
部
長

の
交
代
以
降
、
変
化
が
生
じ
、
特
に
批
判
的
な
若
年
層
の
流
入
に
つ
れ
、
緊
急
事
態
立
法
や
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
戦
争
の
よ
う
な
政
治
的
テ
ー
マ

が
Ｄ
Ｇ
Ｂ
内
で
議
論
さ
れ
、
州
政
府
に
対
し
て
も
独
自
の
方
針
が
追
求
さ
れ
た
。
賃
金
交
渉
で
も
一
九
七
〇
年
代
以
降
は
化
学
産
業
労
組

（
Ｉ
Ｇ
Ｃ
Ｐ
Ｋ
）
や
金
属
産
業
労
組
（
Ｉ
Ｇ
Ｍ
）、
後
に
は
出
版
印
刷
労
組
（
Ｉ
Ｇ
Ｄ
）
が
戦
闘
的
な
方
針
を
と
り
、
Ｄ
Ｇ
Ｂ
を
先
導
し
た
。

ま
た
一
九
八
〇
年
代
に
は
西
滑
走
路
や
ビ
ブ
リ
ス
原
発
と
い
う
論
争
的
テ
ー
マ
が
重
要
な
役
割
を
果
た
し
た
。
ヘ
ッ
セ
ン
Ｄ
Ｇ
Ｂ
内
で

は
、
伝
統
的
に
強
か
っ
た
化
学
産
業
や
金
属
産
業
の
組
織
か
ら
、
南
ヘ
ッ
セ
ン
に
多
い
サ
ー
ビ
ス
産
業
の
労
組
（
公
務
運
輸
交
通
労
組

Ö

Ｔ
Ｖ
、
郵
便
労
組
Ｄ
Ｐ
Ｇ
、
鉄
道
労
組
Ｇ
Ｄ
Ｅ
Ｄ
、
商
業
銀
行
保
険
労
組
Ｈ
Ｂ
Ｖ
、
学
術
教
育
労
組
Ｇ
Ｅ
Ｗ
）
へ
の
重
点
移
動
が
起
き
た

が
（
組
合
員
に
占
め
る
比
率
は
一
九
八
四
年
で
四
〇
％
）、
こ
れ
ら
の
労
組
の
組
織
率
は
比
較
的
低
い
た
め
、
第
三
次
産
業
化
の
進
展
は
Ｄ

Ｇ
Ｂ
の
一
九
八
二
年
か
ら
一
九
八
五
年
に
か
け
て
の
組
合
員
数
減
少
の
一
因
と
な
っ
た
（
Schiller
and
W
inter
1990：
265）。

核
燃
料
工
場
で
の
労
働
に
関
連
す
る
の
は
、
ヘ
ッ
セ
ン
Ｄ
Ｇ
Ｂ
と
そ
の
マ
イ
ン
・
キ
ン
ツ
ィ
ッ
ヒ
郡
支
部
、
圧
倒
的
少
数
派
の
キ
リ
ス

ト
教
労
組
同
盟
（
Ｃ
Ｇ
Ｂ
）、
Ｉ
Ｇ
Ｃ
Ｐ
Ｋ
や
Ｉ
Ｇ
Ｍ
の
州
支
部
、
さ
ら
に
核
燃
料
工
場
の
従
業
員
代
表
委
員
（
Betriebsrat）
で
あ
る
。

な
お
、
ド
イ
ツ
で
は
組
合
が
産
業
別
に
組
織
さ
れ
る
一
方
で
、
事
業
所
ご
と
に
従
業
員
の
利
害
を
代
表
す
る
委
員
会
の
設
置
が
企
業
組
織

法
（
Betriebsverfassungsgesetz）
に
定
め
ら
れ
て
い
る
。
従
業
員
代
表
委
員
の
大
半
は
産
業
別
労
組
が
推
薦
す
る
。

ド
イ
ツ
の
企
業
で
は
さ
ら
に
、
取
締
役
会
に
対
す
る
監
督
機
関
の
設
置
が
株
式
会
社
法
に
基
づ
い
て
定
め
ら
れ
て
お
り
、
共
同
決
定
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（
M
itbestim
m
ung）
に
関
す
る
各
種
法
律
に
基
づ
き
、「
監
督
役
会
」（
A
ufsichtsrat）
に
労
働
者
代
表
も
入
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

例
え
ば
後
述
す
る
ヌ
ー
ケ
ム
社
で
は
、
一
九
七
八
年
に
法
的
理
由
か
ら
、
出
資
者
委
員
会
に
代
わ
っ
て
監
督
役
会
が
設
置
さ
れ
、
そ
の
会

長
に
は
当
時
の
最
大
株
主
、
Ｒ
Ｗ
Ｅ
の
社
長
が
就
く
一
方
、
従
業
員
代
表
委
員
長
が
二
人
の
監
督
役
会
代
理
の
一
人
に
初
め
て
就
い
た

（
Stephany
2005：
41-42）。
こ
の
ポ
ス
ト
は
一
九
八
四
年
以
降
、
化
学
産
業
労
組
所
属
で
Ｓ
Ｐ
Ｄ
党
員
で
も
あ
る
ヴ
ィ
ー
ト
ス
カ

（
H
elm
utW
ietoska）
が
占
め
た
。

新
聞
業
界
で
は
、
多
数
の
地
域
紙
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
約
三
〇
〇
万
の
発
行
部
数
の
約
九
〇
％
は
全
国
紙
に
相
当
す
る
「
広
域
紙
」
が

占
め
、
支
配
的
な
の
は
左
派
の
『
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
タ
ー
・
ル
ン
ト
シ
ャ
ウ
』（
Ｆ
Ｒ
）
と
保
守
系
の
『
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
タ
ー
・
ア
ル
ゲ
マ
イ

ネ
』（
Ｆ
Ａ
Ｚ
）
で
あ
る
。
前
者
は
労
働
者
や
学
生
、
社
会
的
少
数
派
に
好
ま
れ
、
地
域
面
も
充
実
す
る
一
方
、
後
者
は
国
内
外
の
多
数
の

記
者
と
大
規
模
な
編
集
局
を
抱
え
る
支
配
層
向
け
の
高
級
紙
で
あ
る
（
Schiller
and
W
inter
1990：
266-268
（
6
））。

3
．
全
国
政
治
化
す
る
州
の
政
争
と
核
燃
料
工
場
問
題

3
・
1
「
原
子
力
村
」―
な
れ
あ
い
に
よ
る
違
法
な
認
可

こ
の
項
で
は
核
燃
料
工
場
を
め
ぐ
る
経
緯
を
詳
述
す
る
。
こ
こ
で
の
意
図
は
、
潜
在
的
に
は
大
き
な
危
険
性
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
う

し
た
複
雑
な
法
的
問
題
は
本
来
な
ら
広
い
関
心
を
呼
ば
な
か
っ
た
だ
ろ
う
と
い
う
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
あ
る
。

ラ
イ
ン
・
マ
イ
ン
大
都
市
圏
に
位
置
す
る
人
口
約
八
万
人
の
ハ
ー
ナ
ウ
は
、
グ
リ
ム
兄
弟
の
出
身
地
と
し
て
も
知
ら
れ
る
金
細
工
工
業

で
栄
え
た
工
業
都
市
で
あ
る
。
ヴ
ォ
ル
フ
ガ
ン
グ
地
区
の
居
住
区
と
数
千
人
の
米
軍
兵
士
駐
屯
地
に
隣
接
す
る
ロ
ー
デ
ン
バ
ッ
ハ
森
に
囲

ま
れ
た
一
画
は
元
々
、
金
属
・
化
学
企
業
デ
グ
ッ
サ
（
7
）の
敷
地
で
、
こ
こ
に
は
一
九
四
〇
年
に
核
技
術
部
門
が
設
立
さ
れ
、
第
二
次
世
界
大

戦
中
に
ウ
ラ
ン
を
開
発
段
階
の
実
験
炉
用
に
加
工
し
た
。
戦
後
、
デ
グ
ッ
サ
の
「
核
グ
ル
ー
プ
」
は
、
一
九
五
五
年
五
月
五
日
の
西
ド
イ
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ツ
の
主
権
回
復
と
一
〇
月
の
ア
ー
デ
ナ
ウ
ア
ー
連
邦
首
相
に
よ
る
連
邦
原
子
力
省
設
置
以
降
、
活
動
再
開
を
許
さ
れ
た
。
そ
の
原
動
力
と

な
っ
た
ヴ
ィ
ル
ツ
博
士
（
D
r.GüntherW
irths）
は
、
ナ
チ
ス
時
代
か
ら
核
事
業
に
関
与
し
て
い
た
が
、
捕
虜
と
し
て
ソ
連
の
ウ
ラ
ン
生

産
工
程
の
開
発
を
担
当
し
た
。
彼
の
指
導
下
で
生
ま
れ
た
ヴ
ォ
ル
フ
ガ
ン
グ
の
実
験
所
は
ま
も
な
く
、
否
定
的
な
意
味
な
し
に
「
原
子
力

村
」（
A
tom
dorf）
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
（
Sontheim
er1987：
1,
4）。「
バ
ラ
ッ
ク
」
と
呼
ば
れ
た
安
普
請
の
工
場
建
屋
を
建

て
増
し
す
る
形
で
核
燃
料
工
場
は
増
設
さ
れ
、
ヴ
ォ
ル
フ
ガ
ン
グ
地
区
（
8
）に
隣
接
す
る
カ
ー
ル
シ
ュ
タ
イ
ン
地
区
（
州
境
を
は
さ
ん
だ
バ
イ

エ
ル
ン
州
側
）
に
は
Ｒ
Ｗ
Ｅ
と
バ
イ
エ
ル
ン
電
力
が
西
ド
イ
ツ
初
の
発
電
用
原
子
炉
、
カ
ー
ル
原
発
を
建
設
し
た
。

「
核
グ
ル
ー
プ
」
は
、
ヌ
ー
ケ
ム
設
立
ま
で
連
邦
政
府
か
ら
の
財
政
支
援
を
受
け
て
い
た
。
こ
れ
が
独
立
す
る
形
で
一
九
六
〇
年
四
月
、

ヌ
ー
ケ
ム
（
原
子
力
化
学
冶
金
有
限
会
社
Ｎ
Ｕ
Ｋ
Ｅ
Ｍ
）
が
資
本
金
四
〇
〇
万
Ｄ
Ｍ
で
設
立
さ
れ
た
。
当
初
の
出
資
比
率
は
、
デ
グ
ッ
サ

六
七
･五
％
（
後
に
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
の
メ
タ
ル
ゲ
ゼ
ル
シ
ャ
フ
ト
が
一
五
％
）、
ウ
ラ
ン
生
産
の
多
国
籍
企
業
リ
オ
・
テ
ィ
ン
ト
二
二
･五

％
、
製
錬
ウ
ラ
ン
（
イ
エ
ロ
ー
ケ
ー
キ
）
を
六
フ
ッ
化
ウ
ラ
ン
に
転
換
す
る
商
業
事
業
を
展
開
し
て
い
た
商
社
マ
リ
ン
ク
ロ
ッ
ト

（
M
allinckrodt）
一
〇
％
だ
っ
た
。（
Stephany
2005：
9,
18-20）。
最
大
手
の
電
力
会
社
で
あ
る
Ｒ
Ｗ
Ｅ
は
ヌ
ー
ケ
ム
か
ら
の
求
め
に

応
じ
、
一
九
六
五
年
に
マ
リ
ン
ク
ロ
ッ
ト
か
ら
株
式
を
引
き
受
け
た
。
ヌ
ー
ケ
ム
で
は
一
九
七
七
年
に
Ｒ
Ｗ
Ｅ
の
出
資
比
率
が
四
五
％
に

高
め
ら
れ
、
最
大
株
主
に
な
っ
た
。

ヌ
ー
ケ
ム
は
そ
の
間
、
多
数
の
関
連
会
社
へ
の
出
資
を
通
じ
、
西
ド
イ
ツ
の
核
燃
料
製
造
産
業
を
支
配
し
た
が
、
そ
の
多
く
が
ハ
ー
ナ

ウ
周
辺
に
工
場
を
構
え
た
（
表
2
）。
原
発
製
造
企
業
か
ら
は
Ａ
Ｅ
Ｇ
が
一
九
六
五
年
、
ラ
イ
セ
ン
ス
元
の
米
国
Ｇ
Ｅ
社
と
と
も
に
、
カ
ー

ル
シ
ュ
タ
イ
ン
に
Ｋ
Ｒ
Ｔ
（
K
ernreaktorteileGm
bH
）
を
設
立
し
て
核
燃
料
製
造
に
乗
り
出
し
た
。
そ
の
後
Ｒ
Ｗ
Ｅ
の
仲
介
に
よ
り
、

ジ
ー
メ
ン
ス
と
ヌ
ー
ケ
ム
の
共
同
子
会
社
と
し
て
Ｒ
Ｂ
Ｇ
が
一
九
六
九
年
五
月
に
設
立
さ
れ
、
さ
ら
に
一
九
七
四
年
に
Ｒ
Ｂ
Ｇ
と
Ｋ
Ｒ
Ｔ

が
合
併
し
て
Ｒ
Ｂ
Ｕ
（
原
子
炉
燃
料
ユ
ニ
オ
ン
有
限
会
社
）
が
設
立
さ
れ
た
（
一
九
七
七
年
に
Ｇ
Ｅ
が
株
を
手
放
し
、
Ｋ
Ｗ
Ｕ
六
〇
％
、
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ヌ
ー
ケ
ム
四
〇
％
の
比
率
に
な
っ
た
）（
Stephany
2005：
32,
34,
60）。
Ｒ
Ｂ
Ｕ
は
ハ
ー
ナ
ウ

の
主
工
場
と
、
隣
接
す
る
カ
ー
ル
シ
ュ
タ
イ
ン
の
支
所
で
、
軽
水
炉
用
低
濃
縮
ウ
ラ
ン
燃
料
の
組

み
立
て
と
六
フ
ッ
化
ウ
ラ
ン
の
貯
蔵
を
し
た
（
BfS
2011）。

前
後
し
て
一
九
六
九
年
四
月
、
Ａ
Ｅ
Ｇ
と
ジ
ー
メ
ン
ス
は
連
邦
政
府
の
後
押
し
を
受
け
、
原
発

製
造
部
門
を
統
合
し
て
Ｋ
Ｗ
Ｕ
社
を
設
立
し
、
そ
の
後
Ｋ
Ｗ
Ｕ
は
一
九
七
七
年
ま
で
に
ジ
ー
メ
ン

ス
の
完
全
子
会
社
に
移
行
し
、
西
ド
イ
ツ
の
原
発
製
造
を
事
実
上
独
占
し
た
。

ハ
ー
ナ
ウ
で
は
ヌ
ー
ケ
ム
Ａ
工
場
が
一
九
六
二
年
に
操
業
を
開
始
し
て
い
た
が
、
軽
水
炉
用
燃

料
部
門
が
Ｒ
Ｂ
Ｕ
と
し
て
独
立
す
る
と
、
生
産
は
材
料
試
験
炉
（
Ｍ
Ｔ
Ｒ
）
用
燃
料
や
、
高
温
ガ

ス
炉
（
Ｈ
Ｔ
Ｒ
）
用
ウ
ラ
ン
・
ト
リ
ウ
ム
混
合
球
体
燃
料
に
限
定
さ
れ
た
。
後
者
の
製
造
部
門
は

ホ
ー
ベ
ク
（
高
温
ガ
ス
炉
燃
料
製
造
会
社
Ｈ
Ｏ
Ｂ
Ｅ
Ｇ
）
と
し
て
独
立
し
た
が
、
高
温
ガ
ス
炉
（
Ｈ

Ｔ
Ｒ
）
の
実
用
化
が
結
局
進
ま
な
か
っ
た
の
で
、
事
実
上
ヌ
ー
ケ
ム
の
一
部
門
に
と
ど
ま
っ
た

（
Stephany
2005：
59）。

ヌ
ー
ケ
ム
は
核
燃
料
サ
イ
ク
ル
の
各
部
門
に
も
出
資
し
た
。
一
九
六
六
年
、
ヌ
ー
ケ
ム
は
Ｏ
Ｅ

Ｃ
Ｄ
の
再
処
理
共
同
事
業
、
ユ
ー
ロ
シ
ェ
ミ
ッ
ク
（
ベ
ル
ギ
ー
・
デ
ッ
セ
ル
の
再
処
理
工
場
建
設
）

に
出
資
し
た
。
国
内
で
は
一
九
六
四
年
に
カ
ー
ル
ス
ル
ー
エ
原
子
力
研
究
セ
ン
タ
ー
（
Ｋ
Ｆ
Ｋ
）

に
隣
接
し
て
実
験
用
再
処
理
工
場
（
Ｗ
Ａ
Ｋ
）
を
建
設
す
る
核
燃
料
再
処
理
会
社
Ｇ
Ｗ
Ｋ
に
二
五

％
出
資
し
た
（
そ
の
他
の
出
資
企
業
は
一
九
六
七
年
時
点
で
ヘ
キ
ス
ト
二
五
％
、
ゲ
ル
ゼ
ン
ベ
ル

ク
二
五
％
。
バ
イ
エ
ル
二
五
％
）。
ゲ
ル
ゼ
ン
ベ
ル
ク
と
ヌ
ー
ケ
ム
は
一
九
六
九
年
に
ウ
ラ
ニ
ッ
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名称・設立年 出資企業、主要業務
ヌーケム
1960年

RWE、デグッサ、リオ・ティント、メタルゲゼルシャフト（1977年）
核燃料・核廃棄物関連業務全般、研究炉用核燃料製造

アルケム
1963年

ヌーケム40％、AEG30％、ジーメンス30％（1970年）
高速増殖炉・軽水炉用ウラン・プルトニウム混合MOX燃料製造

RBU
1969/1974年

KWU（ジーメンス）60％、ヌーケム40％（1977年）
軽水炉用低濃縮ウラン燃料の組み立て

ホーベク
1972年

ヌーケム100％（1972年）
高温ガス炉（HTR）用ウラン・トリウム燃料製造

TN（F/H）
1966年

ヌーケム80％、仏TN（P）20％（1966年）
核燃料・核廃棄物の輸送、輸送容器設計
表 2：ハーナウ周辺の主な核燃料関連会社



ト
を
設
立
し
（
一
九
七
〇
年
に
ヘ
キ
ス
ト
も
参
加
）、
同
社
は
一
九
七
一
年
八
月
、
英
国
核
燃
料
公
社
Ｂ
Ｎ
Ｆ
Ｌ
、
オ
ラ
ン
ダ
の
Ｕ
Ｃ
Ｎ

（
U
ltra-CentrifugeN
ederland）
と
と
も
に
ウ
レ
ン
コ
を
設
立
し
て
、
ウ
ラ
ン
濃
縮
事
業
に
乗
り
出
し
た
。
一
九
七
一
年
に
ヘ
キ
ス
ト
、

バ
イ
エ
ル
、
ゲ
ル
ゼ
ン
ベ
ル
ク
、
お
よ
び
ヌ
ー
ケ
ム
は
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
を
所
在
地
と
す
る
核
燃
料
再
処
理
有
限
会
社
Ｋ
Ｅ
Ｗ
Ａ
を
設
立

し
、
仏
核
燃
料
公
社
コ
ジ
ェ
マ
や
Ｂ
Ｎ
Ｆ
Ｌ
と
と
も
に
、
新
設
の
ユ
ニ
レ
ッ
プ
（
U
nited
Reprocessors）
社
に
出
資
し
た
。

後
述
す
る
ア
ル
ケ
ム
の
設
立
と
同
様
、
輸
送
企
業
の
設
立
で
も
ヌ
ー
ケ
ム
は
経
験
の
あ
る
パ
ー
ト
ナ
ー
（
Ｔ
Ｎ
パ
リ
、
Ｔ
Ｎ
Ｐ
）
を
見

つ
け
た
。
一
九
六
六
年
一
二
月
、
Ｔ
Ｎ
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
（
T
ransnuklearGm
bH
,T
N
F）
は
ヌ
ー
ケ
ム
八
〇
％
、
Ｔ
Ｎ
Ｐ
二
〇
％
で
設

立
さ
れ
た
。
一
九
七
〇
年
に
Ｔ
Ｎ
Ｆ
の
事
務
所
と
本
社
は
ハ
ー
ナ
ウ
の
ヌ
ー
ケ
ム
の
敷
地
に
移
転
し
た
（
Ｔ
Ｎ
Ｈ
。
以
下
、
Ｔ
Ｎ
と
表
記
）

（
Stephany
2005：
37-38,
51,
53）。

ヌ
ー
ケ
ム
最
大
の
子
会
社
は
、
一
九
六
三
年
末
に
設
立
さ
れ
た
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
事
業
会
社
、
ア
ル
ケ
ム
（
ア
ル
フ
ァ
化
学
冶
金
有
限
会

社
Ａ
Ｌ
Ｋ
Ｅ
Ｍ
）
で
あ
る
。
一
九
六
七
年
ま
で
ア
ル
ケ
ム
の
三
〇
％
の
株
式
を
保
有
し
て
い
た
ダ
ウ
・
ケ
ミ
カ
ル
社
は
米
国
で
プ
ル
ト
ニ

ウ
ム
加
工
工
場
を
運
転
し
て
い
た
。
ま
た
米
国
で
経
験
を
積
ん
だ
シ
ュ
ト
ル
（
W
olfgang
Stoll）
が
取
締
役
に
採
用
さ
れ
た
。
ア
ル
ケ
ム

は
当
初
、
Ｋ
Ｆ
Ｋ
の
近
傍
を
所
在
地
に
し
て
い
た
が
、
一
九
六
八
年
一
〇
月
に
ハ
ー
ナ
ウ
に
移
転
し
た
。
ア
ル
ケ
ム
は
設
立
当
初
か
ら
、

公
的
助
成
に
頼
ら
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。
一
九
七
七
年
に
ヌ
ー
ケ
ム
の
経
営
陣
は
、
ア
ル
ケ
ム
の
損
失
の
う
ち
五
〇
万
Ｄ
Ｍ
を
毎
年
引
き

受
け
る
こ
と
を
表
明
し
た
。
こ
れ
を
受
け
、
連
邦
所
管
省
は
リ
ス
ク
参
加
協
定
を
ア
ル
ケ
ム
と
結
び
、
電
力
業
界
も
後
に
ア
ル
ケ
ム
の
費

用
負
担
の
引
受
け
を
拡
大
し
た
。
一
九
七
〇
年
一
月
一
日
に
ヌ
ー
ケ
ム
は
ア
ル
ケ
ム
の
株
式
三
〇
％
ず
つ
を
Ａ
Ｅ
Ｇ
と
ジ
ー
メ
ン
ス
に
譲

渡
し
、
ヌ
ー
ケ
ム
の
ア
ル
ケ
ム
出
資
比
率
は
四
〇
％
に
な
っ
た
（
Stephany
2005：
29-31,
35,
60-61）。

ア
ル
ケ
ム
の
工
場
は
、
一
九
六
八
年
か
ら
一
九
九
一
年
ま
で
軽
水
炉
用
濃
縮
ウ
ラ
ン
燃
料
と
ウ
ラ
ン
・
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
混
合
（
Ｍ
Ｏ
Ｘ
）

燃
料
（
高
速
増
殖
炉
用
と
、
軽
水
炉
で
の
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
消
費
、
す
な
わ
ち
日
本
で
い
う
「
プ
ル
サ
ー
マ
ル
」
用
）
を
製
造
し
た
が
、
そ
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の
組
み
立
て
は
、
唯
一
認
可
を
持
っ
て
い
た
Ｒ
Ｂ
Ｕ
が
そ
の
敷
地
内
で
行
っ
て
い
た
（
M
artin
1987：
434）。

一
九
八
五
・
八
六
営
業
年
度
に
ヌ
ー
ケ
ム
は
二
億
四
五
〇
〇
万
、
Ｒ
Ｂ
Ｕ
は
二
億
四
〇
〇
〇
万
Ｄ
Ｍ
の
収
益
を
上
げ
た
の
に
対
し
ア
ル

ケ
ム
の
収
益
は
九
五
〇
〇
万
Ｄ
Ｍ
だ
っ
た
。
一
九
八
一
年
か
ら
一
九
八
六
年
ま
で
ア
ル
ケ
ム
は
連
邦
研
究
予
算
か
ら
八
〇
〇
〇
万
Ｄ
Ｍ
の

助
成
を
受
け
、
ヌ
ー
ケ
ム
は
同
じ
期
間
、
五
五
〇
万
Ｄ
Ｍ
弱
の
補
助
金
を
受
け
た
。
ハ
ー
ナ
ウ
の
諸
企
業
は
二
六
〇
〇
人
を
雇
用
し
、
う

ち
ア
ル
ケ
ム
は
五
六
〇
人
を
雇
用
し
て
い
た
（
Sontheim
er1987：
2-3）。
Ｒ
Ｂ
Ｕ
の
従
業
員
は
一
九
八
七
年
九
月
三
〇
日
時
点
で
一
一

一
九
人
を
数
え
た
（
Stephany
2005：
79）。

後
に
問
題
と
な
る
の
は
核
燃
料
製
造
事
業
の
法
的
根
拠
で
あ
る
。
一
九
六
〇
年
に
施
行
さ
れ
た
一
九
五
九
年
原
子
力
法
は
七
条
で
「
核

燃
料
物
質
の
生
産
と
核
分
裂
」
の
た
め
の
施
設
に
対
し
、
公
衆
参
加
を
伴
う
手
続
き
に
よ
る
認
可
を
義
務
づ
け
た
。
こ
の
手
続
き
の
重
要

性
は
、
ミ
ュ
ル
ハ
イ
ム
・
ケ
ア
リ
ッ
ヒ
原
発
に
関
し
て
個
人
が
申
し
立
て
た
憲
法
異
議
に
対
す
る
連
邦
憲
法
裁
判
所
の
決
定
（
一
九
七
九

年
一
二
月
二
〇
日
）
に
よ
り
、
憲
法
上
の
根
拠
を
持
つ
正
統
性
が
認
め
ら
れ
た
。
し
か
し
行
政
の
慣
行
は
、
核
燃
料
生
産
や
使
用
済
み
核

燃
料
処
理
の
た
め
の
工
場
に
七
条
の
許
認
可
が
必
要
と
は
見
な
さ
ず
、
核
燃
料
工
場
の
常
に
変
化
す
る
要
請
に
応
じ
る
た
め
、
原
子
力
法

の
九
条
に
い
う
核
物
質
の
「
取
扱
い
認
可
」
だ
け
で
済
ま
せ
て
き
た
。
し
か
し
こ
の
取
扱
い
認
可
は
法
理
論
上
、
既
存
施
設
に
核
燃
料
物

質
の
貯
蔵
・
加
工
を
認
め
る
に
す
ぎ
ず
、
審
査
対
象
は
臨
界
防
止
（
核
分
裂
性
物
質
を
一
定
量
＝「
臨
界
量
」
集
め
る
と
、
核
分
裂
の
連
鎖

反
応
が
始
ま
っ
て
し
ま
い
、
遮
蔽
物
の
な
い
所
で
強
い
放
射
線
を
出
し
続
け
る
「
臨
界
事
故
」
を
起
こ
す
の
で
、「
臨
界
量
」
に
達
し
な
い

よ
う
管
理
す
る
こ
と
）
と
放
射
線
防
護
だ
け
だ
っ
た
。
要
す
る
に
ハ
ー
ナ
ウ
の
核
燃
料
企
業
は
、
工
場
自
体
の
安
全
性
に
関
す
る
審
査
を

受
け
な
い
ま
ま
、
核
物
質
の
取
扱
い
認
可
だ
け
を
受
け
て
、
長
年
操
業
し
続
け
て
い
た
の
で
あ
る
。
通
常
の
化
学
企
業
は
営
業
法

（
Gew
erbeordnung）
一
六
条
や
、
後
の
連
邦
公
害
法
に
よ
っ
て
施
設
や
立
地
の
認
可
を
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
た
こ
と
と
比
べ
る
と
、
異

例
の
状
態
で
あ
っ
た
。
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ア
ル
ケ
ム
は
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
の
貯
蔵
と
加
工
の
様
々
な
取
扱
い
許
可
を
受
け
て
い
た
が
、
一
九
七
四
年
の
取
扱
量
は
四
六
〇
㎏
に
制
限

さ
れ
て
い
た
。
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
製
造
は
ま
だ
実
験
段
階
に
あ
り
、
連
邦
研
究
技
術
省
（
Ｂ
Ｍ
Ｆ
Ｔ
）
の
公
的
資
金
で
大
部
分
が
ま
か
な
わ

れ
て
い
た
。
こ
れ
は
同
省
の
核
燃
料
サ
イ
ク
ル
計
画
の
一
環
で
あ
り
、
ド
イ
ツ
の
原
発
か
ら
の
使
用
済
み
核
燃
料
は
、
ド
イ
ツ
国
内
の
再

処
理
工
場
が
実
用
化
さ
れ
る
ま
で
、
フ
ラ
ン
ス
の
コ
ジ
ェ
マ
社
の
ラ
ア
ー
グ
再
処
理
工
場
に
持
ち
込
ま
れ
、
そ
こ
で
核
分
裂
生
成
物
か
ら

分
離
さ
れ
た
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
は
ド
イ
ツ
に
返
還
さ
れ
た
後
、
ハ
ー
ナ
ウ
で
Ｍ
Ｏ
Ｘ
燃
料
に
加
工
さ
れ
、
高
速
増
殖
炉
の
運
転
に
利
用
さ
れ

る
予
定
で
あ
っ
た
。
高
速
増
殖
炉
で
は
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
が
消
費
さ
れ
る
の
と
並
行
し
て
、
ウ
ラ
ン
の
一
部
が
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
に
転
換
す
る

の
で
、
長
期
的
に
は
差
し
引
き
し
て
核
燃
料
物
質
が
増
え
る
と
い
う
の
が
理
論
上
の
目
標
だ
っ
た
。

転
機
と
な
っ
た
の
は
一
九
七
五
年
七
月
一
五
日
に
成
立
し
、
一
〇
月
一
日
に
発
効
し
た
第
三
次
原
子
力
法
改
正
だ
っ
た
。
当
時
、
多
国

籍
石
油
企
業
エ
ク
ソ
ン
が
ド
イ
ツ
の
核
燃
料
市
場
に
注
目
し
始
め
た
こ
と
を
国
内
企
業
へ
の
脅
威
と
連
邦
政
府
は
受
け
と
め
て
い
た
。
Ｂ

Ｍ
Ｉ
は
、
外
国
企
業
の
参
入
と
、
人
口
密
集
地
域
に
隣
接
し
た
大
規
模
核
燃
料
工
場
の
生
産
拡
大
に
伴
う
危
険
性
増
大
を
防
ぐ
唯
一
の
方

法
が
、
原
子
力
法
七
条
の
許
認
可
義
務
を
核
燃
料
工
場
に
も
明
示
的
に
適
用
す
る
こ
と
だ
と
考
え
た
。
そ
こ
で
、
別
の
理
由
で
一
九
七
四

年
六
月
四
日
に
連
邦
議
会
に
提
出
さ
れ
て
い
た
第
三
次
原
子
力
法
改
正
案
の
中
に
、
そ
の
よ
う
な
内
容
の
修
正
動
議
が
持
ち
込
ま
れ
、
10

月
の
内
務
委
員
会
で
は
支
持
さ
れ
た
。
し
か
し
産
業
界
の
懸
念
を
代
表
し
て
、
一
一
月
七
日
、
Ｒ
Ｂ
Ｕ
の
取
締
役
（
Geschäftsführer）

で
後
に
連
邦
議
会
議
員
（
一
九
八
三
―
一
九
九
四
年
、
Ｃ
Ｄ
Ｕ
）
と
な
る
ヴ
ァ
リ
コ
フ
（
A
lexanderW
arrikoff）
が
連
邦
内
務
省
と
の

協
議
を
持
っ
た
。
こ
の
協
議
に
つ
い
て
連
邦
内
務
省
の
所
管
部
局
が
作
成
し
た
一
二
月
九
日
付
の
メ
モ
（
9
）に
よ
る
と
、
核
燃
料
企
業
側
は
、

原
子
力
法
七
条
認
可
の
適
用
に
伴
っ
て
導
入
さ
れ
る
「
将
来
の
公
衆
参
加
が
、
ハ
ー
ナ
ウ
地
域
の
既
存
施
設
の
特
別
な
立
地
上
の
問
題
の

ゆ
え
に
（
略
）、
場
合
に
よ
っ
て
は
完
全
に
知
識
と
情
報
を
得
た
公
衆
に
よ
っ
て
認
可
の
発
令
が
政
治
的
に
阻
止
さ
れ
う
る
」
こ
と
を
恐
れ

た
（
M
artin
1987：
434-437；

Sontheim
er1987：
5-6）。
協
議
の
結
果
、
法
案
に
は
移
行
規
定
が
追
加
さ
れ
、「
こ
の
法
律
の
発
効
前
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に
九
条
に
従
っ
て
核
燃
料
工
場
の
操
業
に
対
し
て
出
さ
れ
た
認
可
は
効
果
を
持
ち
続
け
る
」
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
九
条
認
可
は
期
限
付

き
に
な
る
が
、
ヴ
ァ
リ
コ
フ
は
同
意
し
た
。
ア
ル
ケ
ム
の
元
図
書
館
司
書
が
監
督
官
庁
の
ヘ
ッ
セ
ン
州
経
済
技
術
省
（
Ｈ
Ｍ
Ｗ
Ｔ
）
に
採

用
さ
れ
て
許
認
可
を
担
当
し
て
お
り
、
ハ
ー
ナ
ウ
の
各
企
業
に
つ
い
て
既
存
の
全
て
の
許
認
可
を
原
子
力
法
九
条
に
基
づ
く
一
本
の
期
限

付
き
認
可
に
一
元
化
す
る
作
業
を
準
備
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
Ｈ
Ｍ
Ｗ
Ｔ
の
計
画
を
知
っ
た
環
境
重
視
派
の
議
員
た
ち
が
反
発
し
、
意
見
の
対
立
が
発
生
し
、
経
済
委
員
会
と
内
務
委
員
会

が
何
度
か
休
会
し
た
。
こ
の
ま
ま
だ
と
外
国
企
業
に
よ
る
西
ド
イ
ツ
国
内
で
の
核
燃
料
工
場
建
設
が
現
行
原
子
力
法
の
「
甘
い
規
制
」
の

下
で
行
わ
れ
て
し
ま
う
。
そ
こ
で
個
々
の
議
員
や
業
界
代
表
者
、
お
よ
び
省
の
職
員
の
協
議
の
末
、
大
臣
と
次
官
の
間
で
合
意
が
成
立
し
、

連
邦
議
会
の
同
意
も
得
ら
れ
た
。
し
か
し
連
邦
参
議
院
は
同
意
し
な
か
っ
た
の
で
、
両
院
協
議
会
の
結
果
、
以
下
の
よ
う
な
妥
協
が
成
立

し
た
。
す
な
わ
ち
、
一
九
七
五
年
一
〇
月
一
日
の
改
正
法
発
効
以
降
に
新
設
さ
れ
る
核
燃
料
工
場
は
、
原
子
力
七
条
に
基
づ
く
設
置
認
可

が
義
務
づ
け
ら
れ
、
そ
の
手
続
き
の
過
程
で
認
可
資
料
の
開
示
と
一
般
市
民
の
参
加
す
る
聴
聞
会
が
求
め
ら
れ
る
。
た
だ
し
改
正
法
発
効

時
に
す
で
に
九
条
に
従
っ
て
操
業
し
て
い
た
核
燃
料
工
場
に
は
移
行
規
定
が
適
用
さ
れ
、
元
々
無
期
限
と
し
て
出
さ
れ
た
認
可
は
、
一
九

七
七
年
一
〇
月
三
一
日
ま
で
改
正
法
七
条
に
基
づ
く
認
可
と
し
て
効
力
を
持
つ
。
期
限
つ
き
認
可
は
改
正
法
の
発
効
後
三
カ
月
で
失
効
す

る
。
た
だ
し
事
業
者
が
原
子
力
法
七
条
に
基
づ
く
認
可
を
こ
の
期
限
内
に
申
請
し
た
場
合
、
そ
の
決
定
が
下
さ
れ
る
ま
で
は
こ
れ
ま
で
の

活
動
を
継
続
で
き
る
（
10
）（
M
artin
1987：
437-438）。

こ
の
移
行
規
定
に
従
っ
て
ヌ
ー
ケ
ム
、
ア
ル
ケ
ム
、
お
よ
び
Ｒ
Ｂ
Ｕ
は
認
可
を
申
請
し
た
が
、
手
続
き
は
そ
の
後
何
年
も
進
ま
な
か
っ

た
。
例
え
ば
ヌ
ー
ケ
ム
は
旧
工
場
に
関
わ
る
主
要
書
類
を
一
つ
も
提
出
せ
ず
、
申
請
か
ら
七
年
が
経
過
し
た
一
九
八
二
年
三
月
、
Ｔ

Ü

Ｖ

バ
イ
エ
ル
ン
が
旧
工
場
へ
の
追
加
的
安
全
対
策
費
用
を
二
五
〇
〇
万
マ
ル
ク
以
上
と
鑑
定
し
た
の
を
受
け
、
新
工
場
の
建
設
の
方
が
安
上

が
り
だ
と
判
断
し
た
。
一
九
八
四
年
九
月
、
ヌ
ー
ケ
ム
と
ヘ
ッ
セ
ン
州
は
、
ヌ
ー
ケ
ム
旧
工
場
の
認
可
手
続
き
の
停
止
で
合
意
し
た
。
ア
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ル
ケ
ム
も
一
九
七
四
年
一
二
月
に
七
条
認
可
を
申
請
し
、
こ
れ
を
受
け
Ｈ
Ｍ
Ｗ
Ｔ
は
Ｔ

Ü

Ｖ
バ
イ
エ
ル
ン
に
鑑
定
を
委
託
し
た
が
、
や
は

り
手
続
き
は
進
ま
な
か
っ
た
。
一
九
七
九
年
二
月
、
連
邦
内
務
相
バ
ウ
ム
（
GerhartBaum
）
は
同
じ
Ｆ
Ｄ
Ｐ
所
属
の
ヘ
ッ
セ
ン
州
経
済

相
カ
リ
ー
（
H
einz-H
erbertK
arry）
に
書
簡
を
送
り
、
申
請
事
業
者
の
法
的
義
務
履
行
の
怠
慢
に
苦
言
を
呈
し
た
。

フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
空
港
と
三
つ
の
軍
用
飛
行
場
の
主
要
滑
走
路
前
緩
衝
地
帯
の
中
に
位
置
し
、
着
陸
前
の
待
機
旋
回
空
域
下
に
あ
っ
た

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
大
量
の
核
物
質
を
扱
う
こ
れ
ら
の
工
場
の
ア
ル
ミ
の
屋
根
は
わ
ず
か
〇
･八
ミ
リ
の
厚
さ
で
、
航
空
機
が
墜
落
す
れ
ば

チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
級
の
大
惨
事
が
起
き
か
ね
な
か
っ
た
。
し
か
し
Ｈ
Ｍ
Ｗ
Ｔ
か
ら
鑑
定
の
委
託
を
受
け
た
Ｔ

Ü

Ｖ
バ
イ
エ
ル
ン
は
産
業
界

に
近
い
こ
と
で
知
ら
れ
、
そ
の
よ
う
な
事
故
に
備
え
た
設
計
の
必
要
性
を
否
定
し
た
（
Sontheim
er
1987：
6,
8）。

ア
ル
ケ
ム
は
、
高
速
増
殖
炉
用
や
、
軽
水
炉
で
の
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
消
費
（
日
本
で
い
う
プ
ル
サ
ー
マ
ル
）
用
の
Ｍ
Ｏ
Ｘ
燃
料
（
11
）の
受
注
に

応
じ
る
た
め
、
生
産
工
程
の
変
更
や
新
技
術
導
入
、
生
産
・
貯
蔵
容
量
拡
大
を
求
め
ら
れ
て
い
た
。
こ
れ
ら
は
原
子
力
施
設
の
「
本
質
的
」

変
更
に
当
た
り
、
原
子
力
法
七
条
の
認
可
を
要
す
る
が
、
他
の
核
燃
料
企
業
同
様
、
一
九
七
五
年
の
改
正
法
以
降
、
既
存
の
形
態
で
は
認

可
の
見
込
み
が
な
か
っ
た
。
飛
行
機
衝
突
や
地
震
、
化
学
爆
発
、
火
災
へ
の
耐
久
性
や
、
建
物
の
安
定
性
、
床
の
除
染
可
能
性
、
負
圧
管

理
可
能
な
格
納
施
設
な
ど
の
様
々
な
箇
所
で
不
備
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
に
関
し
て
Ｂ
Ｍ
Ｉ
は
少
な
く
と
も
ア
ル
ケ
ム
と
ヌ
ー
ケ

ム
に
つ
い
て
航
空
機
墜
落
と
地
震
に
対
す
る
耐
久
性
の
確
保
に
こ
だ
わ
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
、
出
資
企
業
は
高
速
増
殖
炉
を
め
ぐ
る
状
況

が
不
透
明
化
し
つ
つ
あ
る
中
で
の
一
億
Ｄ
Ｍ
以
上
に
上
る
投
資
や
、
七
条
認
可
に
伴
う
公
衆
参
加
を
回
避
し
よ
う
と
し
た
。

し
か
し
今
後
急
増
す
る
予
定
の
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
の
貯
蔵
の
た
め
に
、
航
空
機
墜
落
耐
久
性
を
持
つ
貯
蔵
庫
（
バ
ン
カ
ー
）
の
建
設
を
ア

ル
ケ
ム
は
早
急
に
必
要
と
し
て
い
た
。
バ
ン
カ
ー
計
画
は
一
九
七
四
年
末
に
Ｒ
Ｓ
Ｋ
の
承
認
を
得
て
い
た
が
、
個
別
の
点
で
専
門
家
の
鑑

定
が
完
了
し
て
い
な
か
っ
た
。
ヴ
ァ
リ
コ
フ
や
シ
ュ
ト
ル
と
協
議
を
重
ね
た
末
、
Ｈ
Ｍ
Ｗ
Ｔ
は
最
終
的
に
第
三
次
改
正
法
発
効
直
前
の
一

九
七
五
年
九
月
九
日
、
既
存
の
操
業
に
対
す
る
一
九
七
五
年
末
ま
で
の
期
限
付
き
取
扱
い
認
可
に
関
し
て
、
原
子
力
法
一
七
条
一
項
に
い
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う
「
事
後
命
令
」（
nachträglicheA
uflagen）
を
発
し
、
ア
ル
ケ
ム
と
ヌ
ー
ケ
ム
に
対
し
、
約
二
〇
〇
〇
万
Ｄ
Ｍ
の
費
用
が
か
か
る
容
量

一
〇
ト
ン
の
バ
ン
カ
ー
建
設
を
「
義
務
づ
け
た
」。
企
業
側
は
こ
れ
を
受
け
入
れ
、
建
設
を
始
め
た
。

し
か
し
取
扱
い
認
可
に
含
ま
れ
て
い
る
取
扱
量
の
制
限
は
四
六
〇
㎏
の
ま
ま
だ
っ
た
。
す
で
に
一
九
七
八
年
時
点
で
四
〇
〇
㎏
以
上
の

量
が
累
積
し
て
お
り
、
Ｂ
Ｍ
Ｆ
Ｔ
は
、
フ
ラ
ン
ス
の
ラ
ア
ー
グ
再
処
理
工
場
か
ら
ド
イ
ツ
の
事
業
者
に
返
還
さ
れ
る
酸
化
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム

七
七
五
㎏
に
相
当
す
る
貯
蔵
容
量
の
確
保
を
促
し
て
い
た
。
ア
ル
ケ
ム
は
、
高
速
増
殖
炉
Ｓ
Ｎ
Ｒ
-3
0
0
用
燃
料
製
造
の
た
め
、
Ｂ
Ｍ
Ｆ

Ｔ
の
同
意
を
得
て
、こ
の
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
を
買
い
付
け
た
。
し
か
し
原
子
力
法
七
条
の
認
可
が
な
い
と
バ
ン
カ
ー
の
運
転
は
開
始
で
き
ず
、

プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
を
受
領
で
き
な
い
。
そ
う
な
る
と
廃
棄
物
処
理
能
力
を
欠
く
こ
と
に
な
り
、
ド
イ
ツ
の
全
軽
水
炉
の
建
設
が
認
可
さ
れ
な

く
な
る
ほ
か
（
12
）、
高
速
増
殖
炉
用
燃
料
製
造
も
開
始
で
き
ず
、
そ
の
結
果
、
ア
ル
ケ
ム
が
倒
産
し
、
バ
ン
カ
ー
建
設
に
投
資
さ
れ
て
き
た
税

金
が
無
駄
に
な
る
。

一
九
七
八
年
秋
、
と
も
に
Ｆ
Ｄ
Ｐ
の
大
臣
の
指
揮
下
に
あ
っ
た
Ｂ
Ｍ
Ｉ
と
Ｈ
Ｍ
Ｗ
Ｔ
と
の
協
議
が
頻
繁
に
行
わ
れ
、
Ｂ
Ｍ
Ｆ
Ｔ
の
職
員

も
と
き
お
り
参
加
し
た
。
と
り
あ
え
ず
ヴ
ァ
リ
コ
フ
と
シ
ュ
ト
ル
は
関
連
会
社
だ
っ
た
ベ
ル
ギ
ー
・
デ
ッ
セ
ル
の
ベ
ル
ゴ
ヌ
ク
レ
ー
ル

（
Belgonucleaire）
に
「
分
析
目
的
」
の
貯
蔵
庫
を
建
て
さ
せ
、
ベ
ル
ギ
ー
当
局
の
関
知
し
な
い
ま
ま
に
数
百
㎏
の
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
を
フ

ラ
ン
ス
か
ら
引
受
け
さ
せ
た
。
し
か
し
Ｂ
Ｍ
Ｆ
Ｔ
や
ド
イ
ツ
外
務
省
が
こ
れ
を
察
知
し
た
。
こ
れ
が
明
る
み
に
出
れ
ば
、
西
ド
イ
ツ
が
ベ

ル
ギ
ー
国
民
を
全
滅
さ
せ
か
ね
な
い
大
量
の
猛
毒
放
射
性
物
質
の
事
故
リ
ス
ク
を
甘
受
し
て
い
る
と
受
け
取
ら
れ
か
ね
な
い
。

最
終
的
に
と
ら
れ
た
措
置
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
ま
ず
ア
ル
ケ
ム
は
、
公
衆
参
加
を
伴
う
七
条
認
可
手
続
き
な
し
に
、
世
界
最
大
の

プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
貯
蔵
庫
を
完
成
さ
せ
る
。
Ｈ
Ｍ
Ｗ
Ｔ
は
一
九
八
〇
年
一
〇
月
二
八
日
、
四
六
〇
㎏
ま
で
の
「
核
分
裂
性
物
質
貯
蔵
庫
の
暫

定
的
運
転
開
始
」
を
原
子
力
法
一
九
条
三
項
に
い
う
「
命
令
」
と
し
て
発
令
し
た
。
こ
れ
を
受
け
、
バ
ン
カ
ー
は
一
九
八
〇
年
一
二
月
、

運
転
を
開
始
し
た
。
さ
ら
に
一
九
八
一
年
五
月
、
連
邦
政
府
は
原
子
力
法
五
条
（
警
察
的
保
全
措
置
）
に
基
づ
き
、
Ｐ
Ｔ
Ｂ
に
、
貯
蔵
庫
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の
四
六
〇
㎏
を
超
え
る
部
分
を
「
連
邦
貯
蔵
庫
」
に
指
定
さ
せ
、
国
家
的
「
管
理
」
下
に
置
い
た
。
二
二
〇
〇
万
マ
ル
ク
の
事
業
費
の
八

〇
％
は
公
的
資
金
で
ま
か
な
わ
れ
た
。
ア
ル
ケ
ム
は
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
の
加
工
を
継
続
し
、
取
扱
許
可
量
を
超
過
し
た
分
の
中
間
・
最
終
製

品
や
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
廃
棄
物
は
後
で
連
邦
管
理
領
域
に
戻
せ
ば
よ
い
。
両
領
域
の
区
別
は
部
屋
ご
と
に
行
わ
れ
、
同
じ
部
屋
の
中
で
床
に

塗
ら
れ
た
緑
と
赤
の
線
で
仕
切
ら
れ
て
い
る
だ
け
の
場
合
も
あ
っ
た
。
後
に
一
九
八
六
年
七
月
一
〇
日
の
ヘ
ッ
セ
ン
Ｔ

Ü

Ｖ
の
鑑
定
書

は
、
こ
の
方
法
で
取
扱
量
制
限
は
事
実
上
無
制
限
と
な
っ
た
と
判
断
し
て
い
る
。
こ
の
案
は
、
Ｆ
Ｄ
Ｐ
所
属
の
連
邦
経
済
相
ラ
ム
ズ
ド
ル

フ
（
O
ttoGrafLam
bsdorff）
と
Ｓ
Ｐ
Ｄ
所
属
の
連
邦
研
究
技
術
相
ハ
ウ
フ
（
V
olkerH
auff）
が
強
く
推
し
、
当
初
難
色
を
示
し
た
連

邦
内
務
省
も
折
れ
た
（
M
artin
1987：
438-444；

Sontheim
er
1987：
6-7）。

Ｈ
Ｍ
Ｗ
Ｔ
は
、
バ
ン
カ
ー
の
と
き
と
同
様
の
解
決
方
法
を
核
燃
料
工
場
全
般
に
も
適
用
し
、
原
子
力
法
一
七
条
一
項
の
「
命
令
」
に
よ
っ

て
四
年
間
、
多
数
の
変
更
を
許
可
し
た
。
し
か
し
命
令
に
よ
る
変
更
で
あ
っ
て
も
、「
本
質
的
」
変
更
で
あ
れ
ば
、
七
条
認
可
が
必
要
だ
っ

た
。
七
条
認
可
が
下
り
る
ま
で
操
業
維
持
に
必
要
な
変
更
が
で
き
な
い
と
、
第
三
次
改
正
の
移
行
規
定
で
認
め
ら
れ
た
「
事
業
存
続
保
護
」

（
Bestandsschutz）
原
則
と
矛
盾
す
る
と
Ｈ
Ｍ
Ｗ
Ｔ
は
考
え
、
認
可
手
続
き
の
進
行
中
に
「
事
前
同
意
」（
V
orabzustim
m
ungen）
を

出
す
こ
と
が
法
律
の
趣
旨
か
ら
許
容
さ
れ
る
と
い
う
解
釈
を
、
一
九
七
九
年
七
月
に
編
み
出
し
、「
事
前
同
意
」
を
乱
発
し
て
い
っ
た
。
こ

れ
が
一
九
八
四
年
以
降
、
市
民
か
ら
の
告
発
に
基
づ
く
検
察
の
捜
査
対
象
と
な
る
の
で
あ
る
。
容
疑
は
、
少
な
く
と
も
以
下
の
六
件
の
事

例
で
、
本
質
的
変
更
が
安
全
性
の
向
上
の
た
め
で
は
な
く
、
純
粋
に
経
営
上
の
理
由
か
ら
、
三
人
の
ヘ
ッ
セ
ン
州
経
済
省
職
員
に
よ
る
「
事

前
同
意
」
を
受
け
、
二
人
の
企
業
取
締
役
に
よ
っ
て
部
分
的
に
実
行
さ
れ
た
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
州
監
督
官
庁
の
説
と
は
正
反
対
に
、

後
に
ハ
ー
ナ
ウ
地
方
裁
判
所
は
そ
の
判
決
理
由
で
、
第
三
次
改
正
法
の
移
行
規
定
は
核
燃
料
工
場
が
事
業
存
続
と
無
関
係
に
原
子
力
法
七

条
の
実
体
的
基
準
に
従
わ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
事
業
者
は
（
施
設
が
七
条
の
基
準
を
満
た
す
か
ど
う
か
確
認
さ
れ
る
ま
で
は
閉
鎖
さ
れ
る

必
要
が
な
い
と
い
う
）
手
続
法
上
の
特
権
を
与
え
ら
れ
た
に
す
ぎ
な
い
と
述
べ
て
い
る
。
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第
一
の
「
事
前
同
意
」
の
発
端
は
一
九
八
二
年
、
フ
ラ
ン
ス
の
コ
ジ
ェ
マ
社
が
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
を
三
･五
㎏
の
輸
送
容
器
で
運
ぶ
方
針
を

通
告
し
て
き
た
こ
と
に
始
ま
る
。
誤
っ
て
二
･五
㎏
容
器
四
個
を
集
め
て
も
大
丈
夫
だ
が
、
三
･五
㎏
容
器
四
個
だ
と
臨
界
量
に
達
し
て
プ

ル
ト
ニ
ウ
ム
の
連
鎖
反
応
が
起
き
る
臨
界
事
故
の
恐
れ
が
あ
っ
た
。
し
か
し
ア
ル
ケ
ム
は
容
器
変
更
を
受
け
入
れ
、
一
九
八
二
年
九
月
に

官
庁
の
「
事
前
同
意
」
を
得
て
し
ま
っ
た
。
第
二
に
、
高
速
増
殖
炉
の
燃
料
規
定
に
変
更
が
あ
り
、
核
分
裂
性
物
質
の
濃
縮
度
を
高
め
た

核
燃
料
棒
の
貯
蔵
が
必
要
に
な
り
第
三
に
、
ビ
ブ
リ
ス
型
軽
水
炉
用
の
長
い
燃
料
棒
の
受
注
に
伴
う
Ｍ
Ｏ
Ｘ
燃
料
加
工
ラ
イ
ン
の
仕
様
が

変
更
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
は
臨
界
防
止
や
放
射
線
防
護
の
観
点
で
も
懸
念
が
あ
っ
た
も
の
の
、
い
ず
れ
も
一
九
八
二
年
一
二
月
二
〇
日
に
事

前
同
意
が
出
さ
れ
た
。
第
四
に
、
ア
ル
ケ
ム
が
Ｍ
Ｏ
Ｘ
燃
料
製
造
の
た
め
に
一
九
七
四
年
に
認
可
を
受
け
た
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
の
処
理
方
法

が
、
一
九
八
三
年
一
月
末
の
「
事
前
同
意
」
で
許
可
さ
れ
た
が
、
専
門
家
が
「
A（
U
/Pu）
C」
法
と
い
う
略
称
で
呼
ぶ
新
し
い
方
法
に
は
、

工
程
の
初
期
の
段
階
で
ア
メ
リ
シ
ウ
ム
な
ど
き
わ
め
て
危
険
な
核
分
裂
生
成
物
が
放
出
さ
れ
、
ま
た
他
の
段
階
で
は
水
素
ガ
ス
の
発
生
が

爆
発
の
危
険
性
を
高
め
る
と
い
う
欠
点
が
あ
っ
た
。
第
五
に
、
高
速
増
殖
炉
の
事
業
会
社
が
、
第
二
加
工
ラ
イ
ン
に
お
け
る
核
分
裂
性
物

質
の
割
合
を
従
来
認
可
さ
れ
て
い
た
三
五
％
か
ら
四
五
％
へ
高
め
る
こ
と
を
ア
ル
ケ
ム
へ
の
発
注
の
条
件
と
し
た
た
め
、
こ
れ
に
応
じ
た

変
更
が
一
九
八
三
年
四
月
末
の
事
前
同
意
を
得
た
が
、
こ
こ
で
も
臨
界
リ
ス
ク
が
高
ま
っ
た
。
第
六
に
、
一
九
八
四
年
四
月
、
既
存
の
施

設
に
は
な
か
っ
た
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
含
有
廃
棄
物
の
最
終
調
整
（
Endkonditionierung）
施
設
の
建
設
に
つ
い
て
、
事
前
同
意
が
出
さ
れ
、

放
射
線
防
護
令
三
条
に
基
づ
く
廃
棄
物
集
合
体
（
A
bfallgebinde）
の
貯
蔵
が
認
可
さ
れ
た
（
M
artin
1987：
442-445）。

こ
う
し
て
生
産
を
拡
大
し
た
ア
ル
ケ
ム
が
加
工
し
た
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
の
量
は
、
一
九
八
四
年
に
は
二
〇
九
五
㎏
に
達
し
た
。
Ｓ
Ｎ
Ｒ
-

3
0
0
用
燃
料
は
二
万
体
が
製
造
さ
れ
た
。

聴
聞
会
を
伴
う
七
条
認
可
手
続
き
の
回
避
に
企
業
や
州
の
官
庁
が
躍
起
に
な
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
反
原
発
運
動
は
地
元
で
は
不
活

発
だ
っ
た
。
ハ
ー
ナ
ウ
で
最
初
の
デ
モ
は
、
一
九
七
七
年
四
月
に
核
燃
料
企
業
の
従
業
員
代
表
委
員
が
組
織
し
た
も
の
で
あ
り
、
一
五
〇
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〇
人
の
従
業
員
が
勤
務
時
間
中
に
Ｓ
Ｐ
Ｄ
と
Ｃ
Ｄ
Ｕ
の
政
治
家
に
先
導
さ
れ
、
工
場
と
雇
用
の
維
持
を
訴
え
た
（
Sontheim
er
1987：

11-12）。
二
か
月
後
、
最
初
の
反
原
発
デ
モ
に
は
三
〇
〇
人
し
か
来
な
か
っ
た
が
、
こ
れ
を
組
織
し
た
の
は
一
九
七
七
年
二
月
に
結
成
さ

れ
た
市
民
団
体「
ハ
ー
ナ
ウ
環
境
保
護
イ
ニ
シ
ア
チ
ヴ
・
グ
ル
ー
プ
」（
Ｉ
Ｕ
Ｈ
）で
あ
る
。
中
心
人
物
は
教
師
の
デ
ィ
ー
ツ（
Elm
arD
iez）

と
、
ワ
イ
ン
商
ツ
ィ
ー
グ
ラ
ー
（
Gerhard
Ziegler）
で
あ
る
。

特
に
重
要
な
役
割
を
果
た
す
の
は
ハ
ー
ナ
ウ
市
議
会
の
緑
の
党
会
派
議
長
と
な
る
デ
ィ
ー
ツ
で
あ
る
。
彼
は
ニ
ュ
ル
ン
ベ
ル
ク
で
生
ま

れ
、
一
九
七
二
年
に
ハ
ー
ナ
ウ
の
北
に
あ
る
総
合
制
学
校
の
フ
ラ
ン
ス
語
と
ス
ポ
ー
ツ
の
教
師
と
し
て
、
こ
の
地
域
に
移
っ
て
き
て
、
ま

も
な
く
Ｉ
Ｕ
Ｈ
の
創
設
メ
ン
バ
ー
の
一
人
と
な
っ
た
。
彼
は
一
九
七
九
年
の
設
立
直
後
の
緑
の
党
に
も
入
党
し
、
一
九
八
〇
年
一
月
の
全

国
党
結
成
大
会
に
参
加
し
た
。
し
か
し
緑
の
党
が
ハ
ー
ナ
ウ
に
地
域
支
部
を
設
立
で
き
た
の
は
一
九
八
二
年
に
な
っ
て
か
ら
で
、
そ
の
前

身
と
な
る
「
緑
の
リ
ス
ト
」（
Ｇ
Ｌ
Ｕ
）
の
一
九
八
一
年
の
自
治
体
選
挙
で
の
得
票
率
は
三
･七
％
に
と
ど
ま
っ
た
。
緑
の
党
は
よ
う
や
く

一
九
八
五
年
の
自
治
体
選
挙
で
五
･六
％
の
得
票
率
を
得
て
、
ハ
ー
ナ
ウ
市
議
会
に
進
出
し
た
。
以
来
、
デ
ィ
ー
ツ
は
「
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン

に
は
い
つ
も
賛
成
だ
っ
た
が
」、
二
〇
〇
六
年
ま
で
二
〇
年
に
わ
た
っ
て
同
市
議
会
緑
の
党
会
派
議
長
と
し
て
活
動
し
た
（
13
）。
彼
は
数
人
の

仲
間
と
と
も
に
、
核
燃
料
企
業
へ
の
認
可
に
対
し
て
再
三
訴
訟
を
起
こ
す
こ
と
に
な
る
。

3
・
2

抗
議
政
党
・
緑
の
党
の
自
治
体
・
州
議
会
進
出

次
に
一
九
八
〇
年
代
初
頭
の
ヘ
ッ
セ
ン
州
の
政
治
状
況
に
つ
い
て
緑
の
党
の
動
き
を
中
心
に
見
て
い
き
た
い
。
こ
れ
は
「
新
し
い
社
会

運
動
」
の
噴
出
と
緑
の
党
の
結
成
、
原
発
や
核
ミ
サ
イ
ル
配
備
問
題
を
め
ぐ
る
連
邦
政
権
与
党
Ｓ
Ｐ
Ｄ
・
Ｆ
Ｄ
Ｐ
の
分
裂
、
Ｆ
Ｄ
Ｐ
指
導

部
の
Ｃ
Ｄ
Ｕ
・
Ｃ
Ｓ
Ｕ
と
の
連
立
へ
の
鞍
替
え
、
連
邦
の
政
権
交
代
、
緑
の
党
の
連
邦
議
会
進
出
と
い
う
全
国
的
な
流
れ
の
中
に
位
置
づ

け
ら
れ
る
。
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ヘ
ッ
セ
ン
州
で
は
、
後
に
緑
の
党
に
流
入
す
る
グ
ル
ー
プ
が
三
派
に
分
か
れ
た
ま
ま
、
一
九
七
八
年
一
〇
月
の
州
議
会
選
挙
に
初
挑
戦

し
て
い
る
。
そ
の
後
、
一
九
七
九
年
一
二
月
に
ヘ
ッ
セ
ン
緑
の
党
が
結
成
さ
れ
る
が
、
議
員
が
初
め
て
誕
生
す
る
の
は
、
一
九
八
一
年
三

月
二
二
日
の
ヘ
ッ
セ
ン
州
自
治
体
選
挙
に
お
い
て
で
あ
る
。
こ
の
と
き
緑
の
党
は
二
一
郡
・
五
独
立
市
の
平
均
で
四
･三
％
、
全
部
で
四
二

一
の
郡
所
属
市
町
村
の
平
均
で
一
･八
％
の
得
票
率
を
得
た
。
郡
・
独
立
市
に
限
る
と
、
六
郡
三
独
立
市
で
得
票
率
五
％
を
超
え
、
議
席
獲

得
に
成
功
し
た
。
農
村
地
域
が
多
い
北
部
や
中
部
で
は
得
票
率
が
低
く
、
北
部
で
は
大
学
の
あ
る
カ
ッ
セ
ル
特
別
市
と
カ
ッ
セ
ル
郡
で
の

み
議
席
を
得
た
の
に
対
し
、
南
部
の
都
市
部
で
は
強
く
、
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
と
オ
ッ
フ
ェ
ン
バ
ッ
ハ
の
両
独
立
市
、
オ
ッ
フ
ェ
ン
バ
ッ
ハ
、

ダ
ル
ム
シ
ュ
タ
ッ
ト
・
デ
ィ
ー
ブ
ル
ク
、
グ
ロ
ス
・
ゲ
ラ
ウ
、
ホ
ー
ホ
・
タ
ウ
ナ
ス
、
マ
イ
ン
・
タ
ウ
ナ
ス
の
各
郡
で
議
席
を
得
た
。
な

か
で
も
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
空
港
闘
争
に
関
連
し
て
、
グ
ロ
ス
・
ゲ
ラ
ウ
郡
で
は
一
四
･二
％
も
の
得
票
率
を
得
た
。
中
部
に
は
独
立
市
は
な

く
、
郡
議
会
へ
の
進
出
に
も
成
功
し
な
か
っ
た
が
、
大
学
都
市
ギ
ー
セ
ン
と
マ
ー
ル
ブ
ル
ク
で
約
六
％
の
得
票
を
得
て
市
議
会
に
進
出
し

た
（
表
3
）。
こ
の
選
挙
の
結
果
、
中
部
の
マ
ー
ル
ブ
ル
ク
と
北
部
の
カ
ッ
セ
ル
、
お
よ
び
南
部
の
グ
ロ
ス
・
ゲ
ラ
ウ
郡
に
お
い
て
、
Ｓ
Ｐ

Ｄ
と
緑
の
党
の
間
で
議
会
内
提
携
を
め
ぐ
る
交
渉
が
行
わ
れ
、
う
ち
後
二
者
で
次
回
選
挙
ま
で
持
続
す
る
連
立
行
政
が
実
現
し
た
。
特
に

こ
の
と
き
の
赤
緑
市
政
を
経
験
し
た
カ
ッ
セ
ル
市
長
ア
イ
ヒ
ェ
ル
（
H
ansEichel）
は
、
一
九
九
一
年
の
ヘ
ッ
セ
ン
州
の
第
二
次
赤
緑
政

権
で
州
首
相
、
一
九
九
九
年
か
ら
二
〇
〇
五
年
ま
で
連
邦
の
赤
緑
政
権
で
財
務
相
を
務
め
る
こ
と
に
な
る
。

初
期
の
ヘ
ッ
セ
ン
緑
の
党
は
、
既
成
政
党
に
よ
る
「
生
命
に
敵
対
的
で
非
民
主
的
な
政
治
へ
の
原
理
的
反
対
」、
す
な
わ
ち
原
理
的
反
対

路
線
を
基
本
と
し
て
お
り
、
他
党
と
の
連
携
は
自
治
体
の
特
殊
事
情
に
よ
る
逸
脱
と
見
ら
れ
て
い
た
。
こ
の
路
線
は
ま
た
、「
草
の
根
民
主

制
」
と
称
し
た
党
内
運
営
規
則
を
既
成
政
党
と
の
違
い
と
し
て
強
調
し
た
。
主
導
し
て
い
た
の
は
、
デ
ィ
ッ
ト
フ
ル
ト
（
JuttaD
itfurth）

や
ツ
ィ
ー
ラ
ン
（
M
anfred
Zieran）
ら
を
中
心
に
、
一
九
八
一
年
に
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
市
議
会
に
進
出
し
た
市
議
た
ち
で
あ
る
。
後
に

「
原
理
派
」
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
る
彼
ら
は
、
主
に
社
会
主
義
ビ
ュ
ー
ロ
ー
（
Ｓ
Ｂ
）
と
い
う
非
共
産
主
義
左
翼
党
派
の
出
身
で
あ
り
、
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1981年3月22日 1985年3月10日 1989年3月12日
1．全州平均（郡・独立市） 4.3 7.1 9.1
2．カッセル県（北部）
カッセル市 6.7 ○ 8.5 12.3
フルダ郡 2.4 × 4.6 × 5.7
フルダ市（＊） － × 5.6 5.7
ヘルスフェルト・ローテ
ンブルク郡 3.4 × 5.0 6.8

カッセル郡 5.6 6.8 8.5
シュヴァルム・エーダー郡 4.6 × 5.5 7.5
ヴァルデック・フランケ
ンベルク郡 4.7 × 5.2 5.1

ヴェラ・マイスナー郡 － 5.0 6.6
3．ギーセン県（中部）
ギーセン郡 4.4 × 7.7 ○ 9.7 ○
ギーセン市（＊） 6.8 8.4 ○ 13.8 ○
ラーン・ディル郡 － × 5.1 6.6
リンブルク・ヴァイルブ
ルク郡 － × 5.2 6.9 ○

マールブルク・ビーデン
コプフ郡 3.9 × 7.1 ○ 9.9 ○

マールブルク市（＊） 5.9 11.4 ○ 17.6 ○
フォーゲルスベルク郡 3.1 × 4.5 × 6.2
4．ダルムシュタット県（南部）
ダルムシュタット市 － × 9.5 19.0
フランクフルト市 6.4 8.0 10.2 ○
オッフェンバッハ市 5.9 8.3 ○ 10.1
ヴィースバーデン市 － × 6.9 ○ 8.8
ベルクシュトラーセ郡 3.4 × 6.6 ○ 9.0 ○
ダ ル ム シ ュ タ ッ ト・
ディーブルク郡 5.3 8.3 ○ 11.2 ○

グロス・ゲラウ郡 14.2 ○ 10.4 12.1
ホーホタウナス郡 5.7 8.6 11.1
マイン・キンツィッヒ郡 3.7 × 6.2 ○ 8.2 ○
ハーナウ市（＊） 3.7 5.6 8.8
マイン・タウナス郡 5.9 8.1 9.5
オーデンヴァルト郡 2.6 × 6.4 9.1
オッフェンバッハ郡 6.2 9.1 10.8
ラインガウ・タウナス郡 4.1 × 7.5 8.9
ヴェッテラウ郡 4.2 × 6.5 △ 7.3 ○

表 3：ヘッセン州統一自治体選挙における緑の党（1980年代（14））



環
境
抗
議
運
動
で
熱
心
に
活
動
し
て
い
た
。
入
党
時
期
の
早
さ
に
加
え
、
市
議
の
職
務
に
伴
う
資
源
（
有
給
専
従
ス
タ
ッ
フ
の
雇
用
や
メ

デ
ィ
ア
へ
の
露
出
、
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
が
持
つ
大
き
な
政
治
的
・
経
済
的
影
響
力
）
の
た
め
、
緑
の
党
内
で
優
位
に
立
っ
た
。
党
組
織
の

発
展
は
遅
々
と
し
て
お
り
、
ま
た
公
職
と
党
職
の
分
離
や
党
役
職
の
無
給
名
誉
職
な
ど
、「
草
の
根
民
主
制
」
規
則
に
従
い
、
党
役
職
は
弱

体
だ
っ
た
。
さ
ら
に
最
高
意
思
決
定
は
州
党
大
会
で
行
わ
れ
た
が
、
こ
れ
は
州
党
大
会
に
参
加
す
る
時
間
と
意
欲
に
恵
ま
れ
た
職
業
政
治

家
に
有
利
に
働
い
た
。
原
理
派
は
党
大
会
の
運
営
や
人
事
、
党
機
関
誌
を
握
り
、
必
要
な
ら
草
の
根
民
主
制
規
則
を
恣
意
的
に
運
用
で
き

た
（
Raschke
1993：
329；
Johnsen
1988：
17-20,
24,
27）。

ヘ
ッ
セ
ン
緑
の
党
の
州
議
会
進
出
は
、
一
九
八
二
年
九
月
二
五
日
の
選
挙
で
八
･〇
％
の
得
票
率
と
九
議
席
を
獲
得
し
た
こ
と
に
よ
る
。

事
前
の
予
想
に
反
し
、
Ｃ
Ｄ
Ｕ
は
前
回
選
挙
よ
り
〇
･四
％
低
い
四
五
･六
％
の
得
票
率
に
と
ど
ま
り
、
議
席
も
一
つ
減
ら
し
五
二
と
な
っ

た
。
ま
た
Ｆ
Ｄ
Ｐ
は
議
席
獲
得
要
件
の
得
票
率
五
％
に
届
か
ず
（
三
･一
％
）、
全
議
席
を
失
っ
た
。
そ
れ
に
対
し
Ｓ
Ｐ
Ｄ
は
得
票
率
の
喪

失
を
比
較
的
小
幅
の
一
･五
％
に
抑
え
四
二
･八
％
、
一
議
席
減
の
四
九
議
席
と
な
っ
た
。
予
想
外
の
選
挙
結
果
を
も
た
ら
し
た
要
因
は
、

連
邦
レ
ベ
ル
の
政
治
変
動
で
あ
る
。
連
邦
と
同
様
に
、
ヘ
ッ
セ
ン
で
も
一
九
七
〇
年
以
来
、
Ｓ
Ｐ
Ｄ
と
連
立
政
権
を
構
成
し
て
い
た
Ｆ
Ｄ

Ｐ
が
、
一
九
八
二
年
六
月
の
州
党
大
会
で
鞍
替
え
を
宣
言
し
て
い
た
。
従
っ
て
州
議
会
選
挙
は
連
邦
に
先
立
つ
連
立
鞍
替
え
の
試
金
石
と

し
て
注
目
さ
れ
た
。
し
か
し
福
祉
国
家
路
線
へ
の
共
鳴
な
ど
、
リ
ベ
ラ
ル
路
線
だ
っ
た
Ｆ
Ｄ
Ｐ
の
支
持
層
は
、
保
守
化
し
た
Ｃ
Ｄ
Ｕ
と
の

連
立
を
め
ぐ
っ
て
割
れ
て
い
た
（
Franz
etal.1983：
67-68）。
ま
た
Ｓ
Ｐ
Ｄ
は
連
立
崩
壊
の
責
任
を
Ｆ
Ｄ
Ｐ
の
信
義
違
反
に
負
わ
せ
、

根
強
い
人
気
を
持
つ
連
邦
首
相
シ
ュ
ミ
ッ
ト
へ
の
同
情
を
集
め
る
戦
術
を
と
り
、
功
を
奏
し
た
の
で
あ
る
。

得
票
の
地
域
分
布
を
見
る
と
、
全
選
挙
区
五
五
の
う
ち
一
七
で
緑
の
党
が
州
平
均
よ
り
も
明
ら
か
に
高
い
一
〇
％
以
上
を
獲
得
し
、
こ

れ
は
ラ
イ
ン
・
マ
イ
ン
の
大
都
市
部
（
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
の
六
つ
、
ヴ
ィ
ー
ス
バ
ー
デ
ン
と
ダ
ル
ム
シ
ュ
タ
ッ
ト
の
各
二
つ
、
ダ
ル
ム
シ
ュ

タ
ッ
ト
・
デ
ィ
ー
ブ
ル
ク
郡
西
、
オ
ッ
フ
ェ
ン
バ
ッ
ハ
郡
西
の
選
挙
区
）
と
、
北
部
と
中
部
の
大
学
都
市
（
カ
ッ
セ
ル
と
ギ
ー
セ
ン
の
各
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一
選
挙
区
）、
大
規
模
開
発
事
業
の
立
地
点
周
辺
（
核
燃
料
再
処
理
工
場
の
候
補

地
ヴ
ァ
ン
ガ
ー
ス
ハ
ウ
ゼ
ン
の
あ
る
ヴ
ァ
ル
デ
ッ
ク
・
フ
ラ
ン
ケ
ン
ベ
ル
ク
郡

南
・
シ
ュ
ヴ
ァ
ル
ム
・
エ
ー
ダ
ー
郡
南
合
同
選
挙
区
、
西
滑
走
路
闘
争
の
地
元

グ
ロ
ス
・
ゲ
ラ
ウ
郡
西
・
東
選
挙
区
）
に
集
中
し
て
い
た
（
16
）。

一
九
八
二
年
選
挙
の
結
果
、
ど
の
政
党
も
州
議
会
で
多
数
派
を
形
成
で
き
な

い
状
況
が
生
じ
た
。
こ
の
状
況
は
同
年
六
月
六
日
の
ハ
ン
ブ
ル
ク
州
議
会
選
挙

で
生
じ
た
議
席
状
況
と
類
似
し
て
お
り
、
そ
こ
で
も
Ｆ
Ｄ
Ｐ
が
議
席
を
獲
得
で

き
ず
、
緑
の
党
の
同
州
支
部
、「
緑
・
オ
ル
タ
ー
ナ
テ
ィ
ヴ
・
リ
ス
ト
」（
Ｇ
Ａ

Ｌ
）
が
二
大
政
党
間
の
要
の
位
置
を
得
た
（
議
席
配
分
は
Ｓ
Ｐ
Ｄ
五
五
、
Ｃ
Ｄ

Ｕ
五
六
、
Ｇ
Ａ
Ｌ
九
）。
Ｇ
Ａ
Ｌ
は
六
月
、
州
政
府
・
与
党
Ｓ
Ｐ
Ｄ
が
無
条
件
に

譲
歩
す
る
な
ら
、
議
会
内
で
協
力
す
る
用
意
が
あ
る
こ
と
を
打
診
し
、
こ
れ
を

受
け
て
政
策
交
渉
が
開
始
さ
れ
た
。
し
か
し
「
エ
コ
社
会
主
義
派
」
を
自
称
し

た
共
産
主
義
者
の
支
配
下
に
あ
っ
た
Ｇ
Ａ
Ｌ
に
交
渉
を
成
功
さ
せ
る
意
図
は
な

く
、
Ｓ
Ｐ
Ｄ
が
呑
め
な
い
要
求
を
出
す
こ
と
で
改
革
の
で
き
な
い
Ｓ
Ｐ
Ｄ
と
い

う
印
象
を
世
論
に
植
え
付
け
る
「
暴
露
戦
略
」
を
狙
っ
て
い
た
（
R
aschke

1993：
150；
M
arkovits&
Gorski1993：
200-202）。
ハ
ン
ブ
ル
ク
Ｓ
Ｐ
Ｄ

は
一
〇
月
、
交
渉
を
失
敗
と
判
断
し
、
一
二
月
の
再
選
挙
に
踏
み
切
っ
た
。

一
方
、
ヘ
ッ
セ
ン
で
は
、
数
の
上
で
は
大
連
立
の
選
択
肢
が
あ
っ
た
が
、
Ｓ
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投
票
率

CDU SPD FDP 緑の党 共産党 極右 引揚者 その他

率 席 率 席 率 席 率 席 率 席 率 席 率 席 率 席
1946 73.2 30.9 28 42.7 38 15.7 14 － － 10.7 10 － － － － － －
1950 64.9 18.8 12 44.4 47 31.8 21 － － 4.7 0 － － － － 0.3 0
1954 82.4 24.1 24 42.6 44 20.5 21 － － 3.4 0 － － 7.7 7 1.7 0
1958 82.3 32.0 32 46.9 48 9.5 9 － － － － 0.6 0 7.4 7 3.6 0
1962 77.7 28.8 28 50.8 51 11.4 11 － － － － － － 6.3 6 2.7 0
1966 81.0 26.4 26 51.0 52 10.4 10 － － － － 7.9 8 4.3 0 － －
1970 82.8 39.7 46 45.9 53 10.1 11 － － 1.2 0 3.0 0 － － 0.1 0
1974 84.8 47.3 53 43.2 49 7.4 8 － － 0.9 0 1.0 0 － － 0.2 0
1978 87.7 46.0 53 44.3 50 6.6 7 2.0 0 0.4 0 0.4 0 － － 0.3 0
1982 86.4 45.6 52 42.8 49 3.1 0 8.0 9 0.4 0 － － － － 0.1 0
1983 83.5 39.4 44 46.2 51 7.6 8 5.9 7 0.3 0 － － － － 0.5 0
1987 80.3 42.1 47 40.2 44 7.8 9 9.4 10 0.3 0 － － － － 0.2 0
1991 70.8 40.2 46 40.8 46 7.4 8 8.8 10 － － 1.7 0 － － 2.8 0
1995 66.3 39.2 45 38.0 44 7.4 8 11.2 13 － － 2.0 0 － － 2.2 0
1999 66.4 43.4 50 39.4 46 5.1 6 7.2 8 － － 2.7 0 － － 2.2 0

表 4：ヘッセン州議会選挙（1990年代末まで（15））



Ｐ
Ｄ
に
と
っ
て
呑
め
る
話
で
は
な
か
っ
た
。
連
邦
政
府
へ
の
対
抗
軸
と
し
て
州
の
選
挙
戦
を
戦
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
Ｓ
Ｐ
Ｄ
の

州
首
相
ベ
ル
ナ
ー
は
選
挙
結
果
が
判
明
し
た
選
挙
当
夜
、
緑
の
党
と
の
提
携
を
否
定
し
た
。
し
か
し
同
じ
頃
、
Ｓ
Ｐ
Ｄ
の
連
邦
党
首
ヴ
ィ

リ
ー
・
ブ
ラ
ン
ト
（
W
illy
Brandt）
は
緑
の
党
と
の
協
調
の
可
能
性
を
に
お
わ
せ
る
発
言
を
テ
レ
ビ
番
組
で
し
て
い
た
（
Johnsen
1988：

32-33）。

カ
ッ
セ
ル
の
建
設
労
働
者
だ
っ
た
ベ
ル
ナ
ー
は
二
〇
代
の
若
さ
で
カ
ッ
セ
ル
市
議
、
連
邦
議
会
議
員
と
な
り
、
連
邦
議
会
Ｓ
Ｐ
Ｄ
会
派

議
長
や
大
連
立
内
閣
（
一
九
六
六
―
六
九
年
）
と
第
一
次
ブ
ラ
ン
ト
内
閣
（
一
九
六
九
―
七
二
年
）
の
政
務
次
官
を
歴
任
し
た
後
、
一
九

七
六
年
に
ヘ
ッ
セ
ン
州
首
相
の
座
に
つ
く
。
彼
を
首
斑
に
Ｓ
Ｐ
Ｄ
と
Ｆ
Ｄ
Ｐ
が
連
立
し
た
州
政
府
は
、
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
空
港
拡
張
工
事

や
原
子
力
利
用
拡
大
を
州
の
景
気
刺
激
策
に
位
置
づ
け
た
（
Rupp
1994：
93）。
従
っ
て
緑
の
党
は
目
障
り
で
な
ら
な
か
っ
た
。

し
か
し
ヘ
ッ
セ
ン
Ｓ
Ｐ
Ｄ
の
南
北
二
つ
の
支
部
の
う
ち
、
党
員
数
に
し
て
二
対
一
の
割
合
で
勝
っ
て
い
た
南
ヘ
ッ
セ
ン
支
部
で
は
、
一

九
七
〇
年
代
末
か
ら
若
手
社
会
民
主
党
員
の
間
で
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
空
港
拡
張
計
画
や
原
子
力
利
用
の
拡
大
に
反
対
の
声
が
上
が
っ
て
お

り
、
緑
の
党
と
の
協
調
を
求
め
る
声
が
強
ま
っ
た
。
そ
こ
で
ベ
ル
ナ
ー
は
選
挙
の
三
週
間
後
、
緑
の
党
と
の
接
触
を
拒
ま
な
い
こ
と
、
ま

た
原
子
力
推
進
の
立
場
に
再
検
討
の
余
地
が
あ
る
こ
と
を
示
唆
し
た
（
M
arkovits&
Gorski1993：
204）。
ヘ
ッ
セ
ン
Ｓ
Ｐ
Ｄ
執
行
部

は
一
九
八
二
年
一
〇
月
三
一
日
に
州
議
会
Ｓ
Ｐ
Ｄ
会
派
と
協
議
し
、
Ｃ
Ｄ
Ｕ
と
緑
の
党
の
双
方
に
政
策
交
渉
を
申
し
入
れ
た
。

一
方
、
ヘ
ッ
セ
ン
緑
の
党
は
八
月
の
州
党
大
会
の
決
議
に
従
い
、
Ｓ
Ｐ
Ｄ
と
Ｃ
Ｄ
Ｕ
に
「
交
渉
」
で
は
な
く
「
対
話
」
を
呼
び
か
け
た
。

Ｓ
Ｐ
Ｄ
と
の
「
対
話
」
に
向
け
た
緑
の
党
の
戦
賂
は
一
九
八
二
年
一
〇
月
三
〇
、
三
一
日
に
グ
ロ
ス
・
ゲ
ラ
ウ
郡
ド
ル
ン
ハ
イ
ム
で
開
か

れ
た
州
党
大
会
で
決
定
さ
れ
、
最
終
的
に
、「
生
命
の
問
題
」
で
は
妥
協
な
き
「
対
話
」
と
い
う
原
理
派
の
動
議
が
可
決
さ
れ
た
。
し
か
し

注
目
す
べ
き
こ
と
に
対
抗
動
議
が
初
め
て
、
し
か
も
複
数
出
さ
れ
た
。
そ
の
う
ち
最
も
多
く
の
支
持
を
集
め
た
の
は
ダ
ニ
エ
ル
・
コ
ー
ン

＝
ベ
ン
デ
ィ
ッ
ト
（
D
anielCohn-Bendit）
や
ヨ
シ
ュ
カ
・
フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー
（
JoschkaFischer）
ら
「
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
・
シ
ュ
ポ
ン
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テ
ィ
選
挙
イ
ニ
シ
ア
チ
ヴ
」
の
動
議
で
あ
り
、
僅
差
（
一
一
〇
対
一
〇
六
）
で
否
決
さ
れ
た
（
Johnsen
1988：
120,
97）。

シ
ュ
ポ
ン
テ
ィ
と
は
公
式
の
組
織
形
態
を
嫌
い
、
即
興
的
（
spontan）
な
行
動
を
強
調
す
る
党
派
を
指
し
、
一
九
七
〇
年
代
後
半
に
ド

イ
ツ
各
地
の
大
学
自
治
会
を
掌
握
し
た
「
非
教
条
的
」（
非
共
産
主
義
）
左
翼
の
一
つ
だ
っ
た
。
共
産
主
義
党
派
（
Ｋ
グ
ル
ー
プ
）
と
は
異

な
り
、
シ
ュ
ポ
ン
テ
ィ
運
動
は
過
剰
な
理
論
化
を
嫌
い
、
個
人
の
日
常
的
な
欲
求
の
充
足
を
重
視
す
る
主
観
主
義
、「
一
人
称
の
政
治
」

（
Politik
in
erster
Person）
を
標
榜
し
た
（
H
üllen
1990：
72-73；

M
arkovits
&
Gorski1993：
86）。

ヘ
ッ
セ
ン
緑
の
党
と
の
関
係
で
重
要
に
な
る
の
は
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
の
シ
ュ
ポ
ン
テ
ィ
で
あ
る
。
そ
の
前
身
は
一
九
六
八
年
の
学
生
運

動
か
ら
派
生
し
た
「
革
命
闘
争
」（
Ｒ
Ｋ
）
と
自
称
し
た
グ
ル
ー
プ
で
あ
り
、
一
九
六
九
年
か
ら
一
九
七
六
年
頃
ま
で
自
動
車
会
社
オ
ペ
ル

の
リ
ュ
ッ
セ
ル
ハ
イ
ム
工
場
で
働
き
、
職
場
闘
争
を
展
開
し
た
。
並
行
し
て
、
無
認
可
全
日
制
保
育
所
の
廃
止
や
地
元
の
交
通
公
社
の
値

上
げ
に
反
対
す
る
行
動
な
ど
に
関
与
し
た
が
、
特
に
重
要
な
の
は
一
九
七
二
年
か
ら
一
九
七
三
年
に
か
け
て
の
建
物
占
拠
闘
争

（
H
äuserkam
pf）
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
家
主
が
再
開
発
に
よ
る
家
賃
収
入
増
大
を
あ
て
こ
ん
で
将
来
の
建
て
替
え
ま
で
空
き
家
の
ま
ま
長

期
間
放
置
し
て
い
た
ア
パ
ー
ト
に
、
活
動
家
が
違
法
に
住
み
つ
く
ス
ク
ワ
ッ
テ
ィ
ン
グ
で
あ
り
、
住
宅
は
あ
っ
て
も
高
い
家
賃
を
払
う
こ

と
の
か
な
わ
な
い
若
者
の
抗
議
と
し
て
西
欧
の
他
の
諸
国
の
大
都
市
に
も
見
ら
れ
る
。
若
者
た
ち
は
、
空
き
家
を
拠
点
に
独
自
の
経
済
・

文
化
活
動
を
追
求
す
る
と
と
も
に
、
反
原
発
運
動
な
ど
の
様
々
な
外
部
の
抗
議
運
動
に
も
参
加
し
、「
シ
ー
ン
」（
Szene）
と
呼
ば
れ
る

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
形
成
し
て
い
っ
た
。
こ
う
い
っ
た
活
動
は
当
時
、「
オ
ル
タ
ー
ナ
テ
ィ
ヴ
運
動
」
と
総
称
さ
れ
た
。

Ｒ
Ｋ
は
一
九
七
四
年
の
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
・
ヴ
ェ
ス
ト
エ
ン
ト
地
区
の
建
物
占
拠
闘
争
や
、
オ
ペ
ル
工
場
で
の
職
場
闘
争
の
挫
折
を
経

て
、
労
働
者
大
衆
の
解
放
を
目
指
し
た
政
治
路
線
か
ら
の
転
換
を
図
る
。
一
九
七
六
年
ま
で
に
彼
ら
は
、「
我
々
」
の
解
放
・
自
然
発
生
的

欲
求
充
足
を
目
指
す
シ
ュ
ポ
ン
テ
ィ
運
動
に
同
調
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
拠
点
は
一
九
七
六
年
秋
発
刊
の
雑
誌
、「
舗
道
の
砂
浜
」

（
Pflasterstrand）
編
集
部
で
あ
り
、
そ
の
編
集
長
は
、
一
九
六
八
年
の
「
五
月
革
命
」
と
呼
ば
れ
た
パ
リ
の
学
生
反
乱
の
指
導
者
の
一
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人
、
コ
ー
ン
＝
ベ
ン
デ
ィ
ッ
ト
で
あ
る
。
ユ
ダ
ヤ
系
ド
イ
ツ
人
で
、
哲
学
者
ハ
ン
ナ
・
ア
ー
レ
ン
ト
（
H
annah
A
rendt）
の
甥
で
も
あ
る

彼
は
、
フ
ラ
ン
ス
の
大
学
で
学
ん
だ
が
、
学
生
反
乱
の
後
、
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
を
本
拠
に
し
て
い
た
（
17
）。「
我
々
は
全
て
が
欲
し
い
」
と
い
う

シ
ュ
ポ
ン
テ
ィ
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
呼
応
し
て
、
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
の
「
シ
ー
ン
」
で
は
、
書
籍
か
ら
家
具
、
衣
服
、
茶
、
薬
、
ス
テ
レ
オ
、

自
動
車
修
理
、
飲
酒
、
文
化
活
動
に
至
る
ま
で
、
重
要
な
生
活
領
域
を
既
存
の
「
体
制
」
か
ら
自
律
し
て
包
括
的
に
カ
バ
ー
す
る
「
オ
ル

タ
ー
ナ
テ
ィ
ヴ
」
事
業
体
が
成
長
し
た
。
例
え
ば
一
九
七
六
年
一
一
月
、
催
事
場
「
バ
ッ
チ
ュ
カ
ッ
プ
」（
Batschkapp）
が
、
一
九
七
七

年
四
月
に
は
映
画
館
「
ハ
ー
モ
ニ
ー
」
が
開
館
し
た
。
一
九
七
八
年
五
月
に
は
「
カ
フ
ェ
砂
浜
」（
Strandcafé）
が
、
同
年
六
月
に
は
二

つ
の
本
屋
が
、
一
九
七
九
年
春
に
は
「
環
境
シ
ョ
ッ
プ
」
が
開
店
し
た
（
H
artel2000：
127-128,
239-240,
243）。

フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
・
シ
ュ
ポ
ン
テ
ィ
の
主
要
メ
ン
バ
ー
の
緑
の
党
入
党
は
一
九
八
二
年
以
降
と
遅
か
っ
た
が
、
オ
ル
タ
ー
ナ
テ
ィ
ヴ
運

動
の
人
脈
に
根
差
し
て
い
た
た
め
、
潜
在
的
な
動
員
力
を
も
っ
て
い
た
。
シ
ュ
ポ
ン
テ
ィ
選
挙
イ
ニ
シ
ア
チ
ヴ
が
一
九
八
二
年
一
〇
月
の

州
党
大
会
に
出
し
た
動
議
は
、
州
議
会
選
挙
を
き
っ
か
け
に
緑
の
党
が
「
現
実
政
治
」（
Realpolitik）
に
向
か
わ
ざ
る
を
え
な
い
状
況
が

生
ま
れ
た
と
診
断
し
た
が
、
後
の
党
内
派
閥
の
名
称
と
な
る
概
念
が
初
め
て
登
場
し
て
い
た
。
同
時
に
こ
の
動
議
は
、
Ｓ
Ｐ
Ｄ
の
少
数
内

閣
を
「
寛
容
」
す
る
条
件
を
具
体
的
に
列
挙
し
た
。
こ
の
動
議
に
よ
れ
ば
、「
防
御
的
な
原
理
的
反
対
に
固
執
す
れ
ば
歴
史
的
な
機
会
を
棒

に
ふ
り
、
抗
議
運
動
が
緑
の
党
に
与
え
た
行
動
余
地
を
Ｓ
Ｐ
Ｄ
に
譲
り
渡
」
し
、「
Ｓ
Ｐ
Ｄ
内
部
に
存
在
す
る
亀
裂
を
質
的
に
新
し
い
政
治

の
第
一
歩
を
踏
み
だ
す
こ
と
に
利
用
で
き
」
ず
、
逆
に
「
緑
の
党
内
部
に
分
裂
を
も
た
ら
す
」
こ
と
に
な
る
。
緑
の
党
が
連
立
政
権
へ
の

参
加
を
拒
否
す
る
こ
と
に
変
わ
り
は
な
い
が
、
Ｓ
Ｐ
Ｄ
の
少
数
内
閣
を
「
寛
容
」
す
る
、
つ
ま
り
信
任
投
票
で
反
対
票
を
投
じ
な
い
最
低

限
の
条
件
は
、「
西
滑
走
路
建
設
の
一
年
間
の
猶
予
、
ビ
ブ
リ
ス
原
発
Ｃ
号
機
と
ヴ
ァ
ン
ガ
ー
ス
ハ
ウ
ゼ
ン
の
核
燃
料
再
処
理
工
場
の
認
可

手
続
き
の
凍
結
」、
お
よ
び
「
西
滑
走
路
紛
争
に
関
係
し
て
有
罪
判
決
を
受
け
た
者
全
員
に
対
す
る
捜
査
・
刑
事
手
続
き
の
中
止
お
よ
び
刑

の
免
除
」
と
特
定
さ
れ
た
（
Johnsen
1988：
34,
121）。
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こ
れ
に
対
し
、
一
四
五
対
九
五
で
可
決
さ
れ
た
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
市
議
ツ
ィ
ー
ラ
ン
、
デ
ィ
ッ
ト
フ
ル
ト
、
ホ
ラ
チ
ェ
ク
（
M
ilan

H
orá
ek）、
お
よ
び
州
議
会
会
派
ス
タ
ッ
フ
の
ヤ
ン
・
ク
ー
ナ
ー
ト
（
Jan
K
uhnert）
ら
、
後
に
「
原
理
派
」
と
呼
ば
れ
る
主
流
派
の
動

議
も
、
Ｓ
Ｐ
Ｄ
少
数
内
閣
を
「
寛
容
」
す
る
条
件
を
「
Ａ
Ｂ
Ｃ
兵
器
の
な
い
ヘ
ッ
セ
ン
」「
全
原
子
力
施
設
の
即
時
操
業
停
止
、
滑
走
路
用

地
の
植
生
回
復
、
ア
ウ
ト
バ
ー
ン
建
設
の
停
止
、
汚
染
者
負
担
原
則
の
厳
格
な
適
用
に
よ
る
水
・
空
気
・
土
壌
の
徹
底
的
な
浄
化
」
と
い
っ

た
具
合
に
掲
げ
て
は
い
た
が
（
Johnsen
1988：
117）、
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
域
を
出
ず
、
交
渉
の
出
発
点
に
な
り
え
な
か
っ
た
。

一
九
八
二
年
一
一
月
二
日
、
西
滑
走
路
関
連
の
デ
モ
で
流
血
の
衝
突
が
起
こ
る
と
、
Ｓ
Ｐ
Ｄ
は
、
デ
モ
ヘ
の
参
加
を
呼
び
か
け
た
緑
の

党
の
議
会
制
と
暴
力
に
対
す
る
立
場
が
明
ら
か
で
な
い
と
の
理
由
で
一
一
月
中
旬
、
交
渉
開
始
を
取
り
止
め
た
。
そ
の
結
果
、
Ｓ
Ｐ
Ｄ
少

数
内
閣
へ
の
緑
の
党
の
「
寛
容
」
は
実
現
せ
ず
、
一
二
月
一
日
、
ベ
ル
ナ
ー
は
州
首
相
を
辞
任
し
た
。
し
か
し
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
市
長
ヴ
ァ

ル
マ
ン
を
新
党
首
に
迎
え
て
い
た
ヘ
ッ
セ
ン
Ｃ
Ｄ
Ｕ
も
多
数
派
を
形
成
で
き
な
か
っ
た
。
こ
の
た
め
ヘ
ッ
セ
ン
州
憲
法
の
規
定
に
従
い
、

ベ
ル
ナ
ー
政
権
が
事
務
執
行
政
権
と
し
て
留
任
し
た
。
す
で
に
退
陣
し
た
政
府
に
対
す
る
不
信
任
動
議
の
提
出
は
で
き
な
か
っ
た
。
Ｓ
Ｐ

Ｄ
が
緑
の
党
に
対
し
て
強
気
で
い
ら
れ
た
の
は
、
こ
の
選
択
肢
が
あ
っ
た
た
め
で
あ
る
。

安
定
的
な
議
会
内
多
数
派
形
成
を
目
的
と
し
た
交
渉
は
取
り
止
め
た
も
の
の
、
Ｓ
Ｐ
Ｄ
は
雇
用
確
保
の
た
め
の
緊
急
投
資
を
目
的
と
す

る
部
分
予
算
を
前
倒
し
で
可
決
し
た
い
と
考
え
、
一
一
月
に
緑
の
党
に
交
渉
を
申
し
入
れ
た
。
不
一
致
が
多
い
全
体
予
算
で
は
な
く
、
合

意
の
比
較
的
得
や
す
い
項
目
に
対
す
る
部
分
予
算
か
ら
始
め
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
緑
の
党
は
、翌
年
三
月
の
連
邦
議
会
選
挙
を
控
え
、

雇
用
対
策
を
拒
否
し
て
は
世
論
の
受
け
が
悪
い
だ
ろ
う
と
判
断
し
、
交
渉
に
応
じ
た
。
原
則
に
関
わ
る
政
党
間
の
「
対
話
」
で
は
な
か
っ

た
の
で
、
交
渉
当
事
者
は
両
党
の
州
議
会
会
派
と
さ
れ
、
緑
の
党
の
州
執
行
部
は
関
与
し
な
か
っ
た
。
一
二
月
か
ら
一
月
に
か
け
て
行
わ

れ
た
交
渉
の
場
に
、
緑
の
党
会
派
は
酸
性
雨
対
策
な
ど
の
争
点
に
関
す
る
修
正
提
案
を
持
ち
込
ん
だ
（
Johnsen
1988：
39-40）。

部
分
予
算
案
の
是
非
に
関
す
る
緑
の
党
の
正
式
な
意
思
決
定
は
一
九
八
三
年
一
月
二
一
日
か
ら
二
三
日
に
か
け
て
カ
ッ
セ
ル
で
開
か
れ
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た
州
党
大
会
で
行
な
わ
れ
た
。
党
大
会
で
は
原
理
派
が
部
分
予
算
の
拒
否
を
求
め
た
。
そ
の
根
拠
は
、
緑
の
党
が
拒
否
し
、
交
渉
で
ま
と

ま
ら
な
か
っ
た
事
業
に
も
融
資
で
き
る
権
限
を
州
蔵
相
が
握
っ
て
い
る
と
い
う
、そ
れ
自
体
は
正
当
な
指
摘
だ
っ
た
。
た
だ
し
原
理
派
は
、

交
渉
の
詰
め
の
甘
さ
だ
け
を
つ
い
た
の
で
は
な
く
、
議
会
内
政
党
間
の
実
務
交
渉
を
通
じ
て
政
策
課
題
の
漸
進
的
実
現
を
図
る
改
良
政
治

の
手
法
自
体
を
非
難
し
て
い
た
。
し
か
し
三
〇
〇
名
以
上
の
党
員
が
参
加
し
た
大
会
で
は
、
部
分
予
算
を
支
持
す
る
州
議
会
議
員
団
の
動

議
が
四
分
の
三
の
賛
成
票
を
得
た
。
た
だ
し
採
決
結
果
は
、
緑
の
党
と
Ｓ
Ｐ
Ｄ
の
連
携
が
市
議
会
で
行
な
わ
れ
て
い
た
カ
ッ
セ
ル
と
い
う

大
会
開
催
地
に
も
影
響
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
大
会
で
は
連
邦
議
会
選
挙
ヘ
ッ
セ
ン
選
出
候
補
者
の
選
定
も
行
わ
れ
た
が
、
当
選
有
望
な
名

簿
第
二
、
第
三
位
に
選
ば
れ
た
の
は
後
の
「
現
実
政
治
派
」
の
指
導
者
と
な
る
マ
ー
ル
ブ
ル
ク
の
「
エ
コ
社
会
主
義
者
」
フ
ー
バ
ー
ト
・

ク
ラ
イ
ナ
ー
ト
（
H
ubertK
leinert）
と
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
・
シ
ュ
ポ
ン
テ
ィ
の
フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー
で
あ
り
、
原
理
派
で
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト

市
議
の
ホ
ラ
チ
ェ
ク
は
第
四
位
に
甘
ん
じ
た
（
Johnsen
1998：
41-43）。

と
は
い
え
カ
ッ
セ
ル
党
大
会
は
現
実
路
線
へ
の
転
換
の
伏
線
と
な
っ
た
。
第
一
に
、
部
分
予
算
の
一
件
は
、
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
の
原
理

派
か
ら
州
議
会
議
員
団
が
自
立
化
す
る
発
端
と
な
っ
た
。
第
二
に
、
現
実
派
の
組
織
化
と
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
形
成
を
担
う
指
導
者
が
連
邦
議

会
議
員
候
補
者
と
い
う
枢
要
な
ポ
ス
ト
に
選
出
さ
れ
た
。
連
邦
議
会
議
員
に
付
随
す
る
様
々
な
資
源
は
、
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
市
議
や
、
州

党
の
無
給
の
役
職
に
付
随
す
る
資
源
を
は
る
か
に
凌
駕
す
る
。
議
員
給
与
や
議
員
ス
タ
ッ
フ
の
雇
用
に
加
え
て
、
格
段
に
大
き
い
マ
ス
・

メ
デ
ィ
ア
か
ら
の
注
目
も
含
ま
れ
る
。
た
と
え
ヘ
ッ
セ
ン
選
出
で
あ
っ
て
も
、連
邦
議
会
議
員
は
党
全
体
を
代
表
し
て
い
る
と
見
な
さ
れ
、

か
つ
そ
の
よ
う
に
振
舞
う
（
Raschke
1993：
153）。
一
九
八
三
年
三
月
に
連
邦
議
会
議
員
に
当
選
し
た
フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー
と
ク
ラ
イ
ナ
ー

ト
は
党
内
派
閥
形
成
の
機
会
を
つ
か
ん
だ
の
で
あ
る
。
第
三
に
、
カ
ッ
セ
ル
の
よ
う
な
自
治
体
で
実
務
経
験
を
積
ん
だ
緑
の
党
の
活
動
家

も
後
の
現
実
派
の
構
成
要
素
に
な
っ
て
い
く
。

カ
ッ
セ
ル
の
党
大
会
で
ゴ
ー
サ
イ
ン
を
得
た
州
議
会
緑
の
党
会
派
は
一
九
八
三
年
二
月
、
州
議
会
で
Ｓ
Ｐ
Ｄ
と
と
も
に
部
分
予
算
を
可
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決
し
た
。
Ｓ
Ｐ
Ｄ
は
次
に
、
部
分
予
算
に
盛
り
込
ま
れ
た
事
項
を
法
案
と
し
て
具
体
化
す
る
作
業
に
焦
点
を
移
し
た
が
、
こ
れ
に
も
緑
の

党
の
協
力
が
必
要
だ
っ
た
。
五
月
、
部
分
予
算
の
重
点
の
一
つ
に
挙
げ
ら
れ
て
い
た
酸
性
雨
対
策
に
つ
い
て
Ｓ
Ｐ
Ｄ
と
緑
の
党
の
両
会
派

は
共
同
の
法
案
に
関
す
る
交
渉
を
行
い
、
そ
の
結
果
を
緑
の
党
会
派
も
、
ま
た
六
月
一
七
〜
一
九
日
の
州
党
員
集
会
も
承
認
し
た
。
と
こ

ろ
が
原
理
派
は
会
議
の
公
開
と
い
う
「
草
の
根
民
主
制
」
規
則
の
一
つ
に
基
づ
い
て
州
議
員
団
の
会
合
に
参
加
し
て
圧
力
を
か
け
た
。
そ

の
結
果
、
六
月
二
〇
日
に
な
っ
て
緑
の
党
州
議
員
団
は
、
自
ら
承
認
し
た
は
ず
の
共
同
法
案
の
拒
否
を
多
数
決
で
決
め
た
。
こ
う
し
て
緑

の
党
議
員
の
多
数
派
は
Ｃ
Ｄ
Ｕ
と
と
も
に
六
月
二
二
日
の
州
議
会
本
会
議
で
酸
性
雨
対
策
法
案
を
否
決
し
た
。
こ
れ
は
緑
の
党
議
員
団
の

信
頼
性
を
損
な
う
行
動
で
あ
り
、
当
然
世
論
の
反
応
は
厳
し
か
っ
た
（
Johnsen
1988：
29,
44-47）。

原
理
派
に
と
っ
て
、
議
会
は
抗
議
運
動
を
世
論
に
知
ら
し
め
る
舞
台
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
Ｓ
Ｐ
Ｄ
と
の
交
渉
も
、
Ｓ
Ｐ
Ｄ
の
無
能
力
を

暴
露
す
る
手
段
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
こ
の
戦
略
は
ハ
ン
ブ
ル
ク
Ｇ
Ａ
Ｌ
の
暴
露
戦
略
に
似
て
い
た
。
交
渉
決
裂
の
結
果
、
一
九
八
二
年
一

二
月
一
九
日
に
行
わ
れ
た
ハ
ン
ブ
ル
ク
州
議
会
選
挙
で
は
Ｓ
Ｐ
Ｄ
が
単
独
過
半
数
を
回
復
す
る
一
方
、
Ｇ
Ａ
Ｌ
は
得
票
率
で
は
〇
･九
％

な
が
ら
、
一
議
席
を
失
っ
た
。
こ
れ
を
見
た
ヘ
ッ
セ
ン
の
Ｓ
Ｐ
Ｄ
は
、
緑
の
党
会
派
の
失
態
を
好
機
と
捉
え
、
Ｃ
Ｄ
Ｕ
の
同
意
を
得
て
、

一
九
八
三
年
八
月
四
日
、
州
議
会
選
挙
を
解
散
し
た
（
H
erm
ann
etal.1990：
27）。

事
務
執
行
の
た
め
居
座
っ
て
い
る
ベ
ル
ナ
ー
政
権
は
、
不
信
任
案
で
解
任
さ
れ
る
心
配
が
な
く
、
部
分
予
算
や
、
い
ざ
と
な
れ
ば
暫
定

予
算
の
実
施
権
を
持
っ
て
い
た
。
緑
の
党
が
交
渉
を
全
面
的
に
拒
否
し
続
け
れ
ば
、
州
政
府
・
与
党
Ｓ
Ｐ
Ｄ
は
Ｃ
Ｄ
Ｕ
と
の
妥
協
も
選
択

で
き
た
だ
ろ
う
。
そ
う
な
れ
ば
巨
大
開
発
事
業
な
ど
緑
の
党
が
重
視
す
る
争
点
に
つ
い
て
、
一
層
悪
い
変
化
を
招
き
か
ね
な
ず
、
自
ら
の

「
草
の
根
」―
党
員
、
有
権
者
、
抗
議
運
動
―
の
期
待
に
背
く
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
こ
う
し
た
情
勢
認
識
を
緑
の
党
州
議
会
議
員
団
が
共

有
す
る
よ
う
に
な
る
に
は
次
の
選
挙
で
の
敗
北
と
い
う
痛
手
が
必
要
だ
っ
た
。
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